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浙
遊
日
記

●
崇
禎
九
（
一
六
三
六
）
年
九
月
一
九
日
～
一
○
月
一
六
日
、
二
十
八
日
間

徐
霞
客
五
十
一
歳

凡
例

・
長
文
な
の
で
、
三
部
に
分
け
た
。

・
日
の
区
切
り
ご
と
に
簡
単
な
概
要
を
付
す
。

・
■
本
文
の
部
は
、
日
ご
と
に
区
切
り
、
●
校
勘
を
施
す
。

・
■
訳
注
の
部
は
、
日
ご
と
に
区
切
り
、
さ
ら
に
内
容
上
の
ま
と
ま
り
で
も
区
切
り
、
●
訓
訳
・
●
語
注

・
●
口
語
訳
の
順
で
記
す
。

・
本
文
は
、
褚
紹
唐
・
呉
王
寿
整
理
の
上
海
古
籍
出
版
社
本
（
一
九
八
○
年
、「
上
海
新
整
理
本
」
と
略
）

を
底
本
と
す
る
。

・
本
文
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ
る
季
本
に
は
な
く
乾
隆
刊
本
に
あ
る
部
分
、
季
本
よ
り
乾
隆
本
が
詳
し
い

部
分
は
、〔

〕
で
示
さ
れ
て
い
る
。

・
訳
注
で
は
、〔

〕
を
外
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
に
組
み
込
ん
で
訳
す
。

・
徐
霞
客
の
自
注
は
［

］
で
示
す
。

・
口
語
訳
に
お
い
て
は
、
本
文
中
で
は
［
自
注
１
］
な
ど
と
記
し
、
文
末
に
［
自
注
１
］
の
内
容
を
別
記

し
た
。

参
照
文
献
等
（
「

」
は
略
称
）

◇
訳
注

・
曹
文
趣
・
応
守
岩
・
崔
富
章
選
注
『
両
浙
遊
記
選
』
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
（
「
両
浙
選
」、

十
月
九
日
の
途
中
か
ら
十
日
の
途
中
ま
で
を
「
游
金
華
北
山
」
と
し
て
収
録
）

・
呉
応
寿
『
徐
霞
客
游
記
導
読
』
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
八
年
（
「
導
読
」
、
一
○
月
八
日
の
途
中
か
ら
一

○
日
の
途
中
ま
で
を
「
游
金
華
三
洞
日
記
」
と
し
て
収
録
）

・
朱
恵
栄
等
訳
注
『
徐
霞
客
遊
記
全
訳
』
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（
「
朱
恵
栄
」）

・
湯
化
・
郭
丹
注
評
『
徐
霞
客
遊
記
』（
歴
代
名
著
精
選
集
）
鳳
凰
出
版
社
、
二
○
○
九
年
（
「
湯
注
評
」
、

十
月
一
日
か
ら
十
一
日
ま
で
を
収
録
）

◇
参
考
文
献

・
顧
祖
禹
「
読
史
方
輿
紀
要
」（
「
読
史
紀
要
」）

・
聶
心
湯
纂
修
「
銭
塘
県
志
」
十
巻
、
萬
曆
三
十
七
年
（
「
武
林
掌
故
叢
編
」
所
収
、
光
緒
十
九
年
）
、（
「
明

銭
塘
県
志
」）

・
魏
㟲
纂
「
銭
塘
県
志
」
三
十
六
巻
首
一
巻
、
康
熙
五
十
七
年
、
（
「
清
銭
塘
県
志
」
）

・
孫
治
・
徐
增
撰
「
武
林
霊
隠
寺
誌
」
八
巻
、
康
熙
十
一
年
、
（
「
武
林
掌
故
叢
編
」
所
収
、
光
緒
十
四

年
）

・
方
廉
纂
修
「
新
城
県
志
」
四
巻
、
萬
曆
三
年
、（
「
明
新
城
県
志
」）

・
張
瓉
等
撰
「
新
城
県
志
」
八
巻
、
康
熙
十
二
年
、
（
「
清
新
城
県
志
」
）

・
王
世
功
等
撰
「
金
華
県
志
書
」
十
巻
、
順
治
十
二
年
・
康
熙
十
一
年
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・
鄧
鍾
玉
纂
修
「
光
緒
金
華
県
志
」
十
六
巻
、
光
緒
二
十
年
、（
「
中
国
方
志
叢
書
」
所
収
）

・
泰
簧
等
修
、
唐
壬
森
纂
「
光
緒
蘭
渓
県
志
」
八
巻
首
一
巻
、
光
緒
十
四
年
、
（
「
中
国
方
志
叢
書
」
所

収
）

・
浙
江
省
地
名
委
員
会
編
『
浙
江
地
名
簡
志
』
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
（
「
地
名
簡
志
」）

・
『
中
華
人
民
共
和
国

地
名
詞
典

浙
江
省
』
一
九
八
八
年
（
「
地
名
詞
典
」）

・
鄭
祖
安
・
蒋
明
宏
主
編
『
徐
霞
客
与
山
水
文
化
』
上
海
文
化
出
版
社
、
一
九
九
四
年

・
河
内
利
治
「
明
末
文
人
交
友
考
～
徐
霞
客
と
黄
道
周
」
『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
（
九
号
、
一
九
八
九

年
）、
の
ち
同
『
黄
道
周
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
○
二
○
年
）
所
収
。

・
鈴
木
哲
雄
『
浙
江
江
南
地
方
禅
宗
史
蹟
訪
録
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
七
年
）

・
何
平
「
中
国
碑
林
紀
行
（
二
十
九
）
―
徐
霞
客
ゆ
か
り
の
晴
山
堂
石
刻
」
『
人
民
中
国
』
（
一
九
九
九

年
五
月
号
）

・
清
水
智
樹
「
飛
来
峯
〈
楊
璉
真
加
像
〉
損
壊
事
件
に
つ
い
て
」
『
大
谷
大
学
史
学
論
究
』
（
第
一
四
号
、

二
○
○
八
年
ａ
）

同

「
「
髠
賊
」
楊
璉
真
加
の
残
像
―
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
情
報
源
」
『
史
学
研
究
』
（
二
六

一
号
、
二
○
○
八
年
ｂ
）

・
乙
坂
智
子
「
楊
璉
真
伽
の
発
陵
を
め
ぐ
る
元
代
漢
文
文
書
―
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
対
す
る
認
知
と
言
論
形

成
の
一
側
面
」
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢

人
文
科
学
系
列
』
（
六
十
一
巻
一
号
、
二
○
一
○
年
）

◇
参
考
地
図

○
徐
霞
客
遊
記
関
連
図

・
丁
文
江
撰
『
徐
霞
客
游
記
二
十
巻
』
付
図
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
八
年
（
「
丁
本
付
図
」）

・
褚
紹
唐
主
編
『
徐
霞
客
旅
行
路
線
考
察
図
集
』
中
国
地
図
出
版
社
、
一
九
九
一
年
（
「
路
線
図
」）

○
清
宗
源
瀚
等
撰
『
浙
江
全
省
輿
図
水
陸
道
里
記
』
輿
圖
総
局
、
一
八
九
四
年
（
「
全
省
輿
図
」
）

「
嘉
善
県
上
」
「
秀
水
県
上
」
「
桐
郷
県
上
」
「
烏
程
県
左
下
」
「
帰
安
県
左
」
「
同
中
」
「
徳
清
県
」
「
仁
和

県
上
」
「
同
下
」
「
銭
塘
県
上
」
「
同
下
」
「
余
杭
県
左
下
」
「
臨
安
県
右
」
「
新
城
県
左
」
「
同
右
」
「
於
潜

県
下
」
「
分
水
県
左
上
」
「
桐
廬
県
右
」
「
同
左
」
「
同
下
」
「
建
徳
県
左
上
」
「
同
左
下
」
「
蘭
渓
県
上
」
「
同

左
下
」「
金
華
県
右
上
」「
同
左
上
」「
蘭
渓
県
右
下
」「
湯
渓
県
上
」「
龍
游
県
上
」「
同
中
」「
西
安
県
左
」

「
同
右
」「
常
山
県
左
下
」「
同
右
下
」

○
外
邦
図
（
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
製
作
）（
「
陸
軍
図
」
と
略
）

・
五
万
分
一
図

「
青
暘
鎮
（
常
州
近
傍
十
六
号
）
」
「
無
錫
城
（
同
十
七
号
）」
以
下
欠

「
新
市
鎮
（
杭
州
近
傍
十
二
号
）
」「
塘
楼
鎮
（
同
十
三
号
）
」「
杭
県
城
（
同
十
四
号
）
」「
余
杭
県
城
（
同

二
十
一
号
）
」
「
臨
安
県
城
（
同
二
十
七
号
）
」
「
鶏
籠
山
（
同
二
十
八
号
）
」
「
後
渚
橋
（
同
三
十
三
号
）
」

「
於
潜
県
治
（
同
三
十
四
号
）
」
「
印
渚
鎮
（
蕪
湖
三
十
号
）
」
「
分
水
県
治
（
徽
州
二
十
一
号
）
」
「
芝
厦

鎮
（
同
二
十
二
号
）
」「
桐
廬
県
治
（
徽
州
十
一
号
）
」「
蘆
茨
埠
（
同
十
二
号
）
」「
梓
州
村
（
同
十
三
号
）
」

「
建
徳
県
城
（
同
二
十
三
号
）
」
「
三
河
埠
（
同
二
十
四
号
）
」
「
蘭
渓
県
城
（
同
二
十
五
号
）
」
「
湯
渓
県

城
（
同
二
十
六
号
）
」
「
金
華
県
城
（
同
十
六
号
）
」
「
曹
宅
市
（
同
十
五
号
）
」
「
龍
游
県
城
（
同
三
十
六

号
）
」
「
杜
沢
鎮
（
同
四
十
六
号
）
」
「
大
洲
鎮
（
同
四
十
七
号
）
」
「
衢
県
城
（
同
五
十
七
号
）
」
「
常
山
県
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城
（
同
六
十
七
号
）
」
「
灰
埠
（
同
七
十
七
号
）」

・
二
万
五
千
分
一
図

「
菉
葭
濱
鎮
（
上
海
近
傍
西
北
部
八
号
）
」「
安
亭
（
上
海
近
傍
二
十
三
号
）
」「
重
固
鎮
（
同
二
十
四
号
）
」

「
青
浦
城
（
同
二
十
五
号
）
」「
横
雲
山
（
上
海
近
傍
南
部
十
七
号
）
」「
章
練
塘
（
上
海
近
傍
六
十
三
号
）
」

・
十
万
分
一
図

「
無
錫
県
（
上
海
百
三
十
九
号
）
」「
蘇
州
（
同
十
六
号
）
」「
太
倉
（
同
十
一
号
）
」「
上
海
（
同
十
二
号
）
」

「
金
山
県
（
同
十
三
号
）
」
「
嘉
興
県
（
同
十
八
号
）
」
「
湖
州
（
同
二
十
三
号
）
」
「
崇
徳
県
（
同
二
十
四

号
）
」「
杭
州
（
同
二
十
五
号
）
」
「
余
杭
県
（
蕪
湖
五
号
）
」
以
下
欠

・
五
十
万
分
一
図
（
「
陸
軍
五
十
万
図
」
と
略
）

「
通
州
（
西
６
南
２
）「
上
海
（
西
６
南
３
）
」「
蕪
湖
（
西
７
南
３
）
」
「
廣
信
（
３
リ
５
０
１
）」

○
現
代
地
図

・
『
江
蘇
省
地
図
冊
』
中
国
地
図
出
版
社
、
二
○
○
七
年
（
「
現
代
地
図
・
蘇
」）

・
『
江
浙
滬
地
図
集
』
山
東
省
地
図
出
版
社
、
二
○
○
九
年
（
「
現
代
地
図
・
江
浙
滬
」）

・
『
浙
江
省
旅
游
交
通
地
図
冊
』
成
都
地
図
出
版
社
、
二
○
○
五
年
（
「
現
代
地
図
・
浙
１
」）

・
『
浙
江
及
周
辺
省
区
公
路
網
地
図
集
』
中
国
地
図
出
版
社
、
二
○
一
二
年
（
「
現
代
地
図
・
浙
２
」）

・
『
浙
江
交
通
游
覧
地
図
冊
』
中
華
地
図
学
出
版
、
一
九
九
二
年
（
「
浙
江
游
覧
図
」
）

・
『
杭
州
旅
游
図
』
哈
爾
浜
地
図
出
版
社
、
二
○
一
○
年
（
「
現
代
地
図
・
杭
」）

・
『
臨
安
旅
游
交
通
図
』
浙
江
撮
影
出
版
社
、
二
○
○
三
年
（
「
現
代
地
図
・
臨
安
」
）

・
『
中
国
百
万
分
一
地
図

上
海
』
中
国
西
安
地
図
出
版
社
、
一
九
九
一
年

・
『

同

武
漢
』
同

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地
図
類

・
百
度BA

I-D
U

（BD

）

・G
oogle

Earth

（G
E

）
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浙
遊
日
記

●
訳
注
稿

第
一
部

江
陰
か
ら
杭
州
府
治
を
経
て
金
華
へ
（
九
月
十
九
日
～
十
月
五
日
、
十
七
日
間
）

［
九
月
十
九
日
］

＊
概
要
：
こ
れ
は
序
文
に
相
当
す
る
。
知
人
と
別
れ
の
宴
を
開
き
、
夜
に
自
宅
を
出
発
し
、
船
で
無
錫
に

向
か
う
。

徐
霞
客
の
生
家
は
、
明
の
南
直
隷
常
州
府
江
陰
県
馬
鎮
に
あ
っ
た
。
今
は
江
蘇
省
無
錫
地
級
市
江
陰
市

馬
鎮
鎮
に
あ
た
る
。
馬
鎮
と
は
、
急
行
便
を
伝
達
す
る
中
継
所
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い

う
。
「
陸
軍
図
・
青
暘
鎮
」
「
陸
軍
五
十
万
図
・
通
州
」
に
、
江
陰
の
南
端
で
無
錫
と
の
境
界
に
沿
っ
て

「
馬
鎮
」
の
名
が
見
え
、BD

やG
E

で
も
「
馬
鎮
村
」
が
確
認
で
き
る
。
徐
霞
客
の
生
家
は
こ
こ
か
ら

西
北
に
二
～
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
朱
家
浜
あ
た
り
で
、
今
は
徐
霞
客
記
念
館
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
水
路

や
池
が
広
が
る
典
型
的
な
江
南
の
水
郷
で
あ
る
。
［
何
平
一
九
九
九
］
に
訪
問
報
告
が
あ
り
、
訳
者
も
二

度
訪
問
し
た
（
中
国
旅
行
記
）。

■
本
文
の
部

丙
子
九
月
十
九
日

余
久
擬
西
遊
、
遷
延
二
載
。
老
病
將
至
、
必
難
再
遲
。
欲
候
黄
石
齋
先
生
一
晤
、

而
石
翁
杳
無
音
至
。
欲
與
仲
昭
兄
把
袂
而
別
、
而
仲
兄
又
不
南
來
。
昨
晩
趨
晤
仲
昭
兄
於
土
瀆
莊
。
今
日

爲
出
門
計
、
適
杜
若
叔
至
。
飲
至
子
夜
、
乘
醉
放
舟
。
同
行
者
爲
靜
聞
師
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

丙
子
の
九
月
十
九
日

余
久
し
く
西
遊
を
擬
す
る
も
、
遷
延
す
る
こ
と
二
載
な
り
。
老
病
將
に
至
ら
ん

と
し
、
必
ず
再
遲
す
る
こ
と
難
し
と
す
。
黄
石
齋
先
生
を
候
ひ
て
一
た
び
晤
は
ん
と
欲
す
る
も
、
而
も
石

あ

翁

杳
と
し
て
音
の
至
る
無
し
。
仲
昭
兄
と
袂
を
把
り
て
別
れ
ん
と
欲
す
る
に
、
而
も
仲
兄
又
た
南
來
せ

ず
。
昨
晩
趨
り
て
仲
昭
兄
に
土
瀆
莊
に
て
晤
ふ
。
今
日
門
を
出
づ
る
の
計
を
な
す
も
、
適
々
杜
若
叔
至
る
。

飲
み
て
子
夜
に
至
る
。
醉
に
乘
じ
て
舟
を
放
つ
。
同
行
せ
る
者
は
靜
聞
師
た
り
。

●
語
注

○
丙
子

崇
禎
九
年
、
西
暦
一
六
三
九
年
に
あ
た
る
。

○
黄
石
齋
先
生

黄
道
周
（
一
五
八
五
～
一
六
四
六
年
）
。
福
建
省
漳
浦
の
人
。
明
末
の
文
人
政
治
家
で
、

学
行
と
も
に
す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
剛
直
な
た
め
し
ば
し
ば
左
遷
さ
れ
た
。
明
朝
滅
亡
後
も
抵
抗
運
動
を
続

け
た
が
、
敗
れ
刑
死
し
た
。
崇
禎
元
年
（
一
六
三
一
）
か
ら
徐
霞
客
と
交
友
を
始
め
、
と
も
に
山
に
遊
び
、

詩
歌
を
交
わ
し
た
。
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
三
）
に
北
京
で
投
獄
さ
れ
た
黄
道
周
へ
、
西
南
遊
か
ら
戻
っ

た
ば
か
り
の
徐
霞
客
が
「
遊
記
」
を
贈
り
、
な
ぐ
さ
め
た
と
い
う
。
両
者
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
［
河
内

一
九
八
九
］
に
詳
し
い
。

○
仲
昭

名
は
遵
湯
。
徐
霞
客
の
族
兄
で
、
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
生
。
「
遊
天
台
山
日
記

後
」
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な
ど
を
残
し
た
、
崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）
の
浙
江
遊
に
同
道
し
た
。［
鄭
一
九
九
四
］
に
記
述
が
あ
る
。

○
靜
聞

江
陰
県
迎
福
寺
の
僧
侶
。
徐
霞
客
と
天
台
山
に
遊
ん
だ
蓮
舟
上
人
は
彼
の
師
匠
に
あ
た
る
。
長

い
西
南
遊
を
徐
霞
客
と
と
も
に
し
た
が
、
客
死
し
た
。

●
口
語
訳

丙
子
の
年

《
序
、
旅
立
ち
》

［
南
直
隷
府
常
州
府
江
陰
県
域
］

［
九
月
十
九
日
］

私
は
か
ね
て
よ
り
西
南
へ
の
旅
行
を
志
し
て
い
た
が
、
延
び
延
び
に
な
っ
て
二
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

老
い
や
病
い
が
し
の
び
よ
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま
ま
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
た
。
黄
斎

齋
先
生
が
来
て
く
れ
て
会
う
の
を
待
っ
て
い
た
が
、
先
生
か
ら
の
音
信
は
全
く
な
い
。
族
兄
の
徐
仲
昭
と

別
れ
の
挨
拶
を
し
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
彼
も
南
か
ら
こ
こ
へ
や
っ
て
来
な
い
。
そ
こ
で
昨
晩
、
土
瀆
莊

へ
赴
い
て
彼
に
会
っ
た
。
今
日
出
発
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
杜
若
叔
父
が
尋
ね
て
き
た
。
一
緒

に
夜
中
ま
で
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
酔
い
の
ま
ま
に
舟
に
乗
り
出
発
す
る
。
同
行
は
静
聞
禅
師
で
あ
る
。

◆
江
陰
か
ら
無
錫
へ
の
船
中
泊
。

［
九
月
二
十
日
］

＊
概
要
：
無
錫
へ
至
り
、
知
人
と
別
れ
の
宴
。
無
錫
で
船
中
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
日

天
未
明
、
抵
錫
邑
。
比
曉
、
先
令
人
知
會
王
孝
先
、
自
往
看
王
受
時
、
已
他
出
。
即
過
看
王

忠
紉
。
忠
紉
留
酌
至
午
、
而
孝
先
至
、
已
而
受
時
亦
歸
。
余
已
醉
、
復
同
孝
先
酌
於
受
時
處
。
孝
先
以
顧

東
曙
家
書
附
橐
中
。
［
時
東
署
爲
蒼
梧
道
。
其
乃
郎
伯
昌
所
寄
也
。］
飲
至
深
夜
、
乃
入
舟
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
日

天
未
だ
明
け
ざ
る
に
、
錫
邑
に
抵
る
。
曉
の
比

ひ
、
先
づ
人
を
し
て
王
孝
先
に
知
會
せ
し

こ
ろ
ほ

め
、
自
ら
は
往
き
て
王
受
時
を
看
ん
と
す
る
も
、
已
に
他
出
で
た
り
。
即
ち
過
り
て
王
忠
紉
を
看
る
。
忠

み

か
れ

よ
ぎ

紉
留
め
て
酌
し
午
に
至
る
。
而
し
て
孝
先
至
り
、
已
に
し
て
受
時
も
亦
た
歸
る
。
余
已
に
醉
ふ
も
、
復
た

孝
先
と
同
に
受
時
の
處
に
酌
す
。
孝
先

顧
東
曙
の
家
書
を
以
て
橐
中
に
附
す
。
［
時
に
東
署

蒼
梧
道

た
り
。
其
れ
乃
ち
郎
の
伯
昌
の
寄
す
る
所
な
り
。］
飲
む
こ
と
深
夜
に
至
り
、
乃
ち
舟
に
入
る
。

●
語
注

○
錫
邑

無
錫
。
明
代
は
常
州
府
に
属
し
た
県
。
県
城
は
今
の
無
錫
地
級
市
崇
安
区
の
西
部
あ
た
り
。
江

陰
か
ら
は
北
門
か
ら
の
入
城
と
な
る
。

○
顧
東
署

「
粤
西
遊
日
記
二
」
七
月
二
十
七
日
条
に
「
蒼
梧
顧
東
署
［
名
應
暘
］
、
余
錫
邑
人
也
」
と

あ
る
。
こ
れ
以
外
に
情
報
は
な
い
。
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○
蒼
梧
道

蒼
梧
は
広
西
省
の
地
名
。
道
は
行
政
区
画
。
こ
こ
で
は
そ
の
長
官
を
指
す
。

●
口
語
訳

《
１
》
蘇
州
へ

［
南
直
隷
常
州
府
無
錫
県
域
］

［
二
十
日
］

空
が
ま
だ
明
け
な
い
う
ち
に
、
無
錫
県
城
に
着
く
。
明
け
方
く
ら
い
に
、
先
ず
人
を
や
っ
て
王
孝
先
に

通
知
さ
せ
、
自
分
は
王
受
時
に
会
い
に
行
っ
た
が
、
彼
は
も
う
外
出
し
て
い
た
。
そ
こ
で
す
ぐ
に
王
忠
紉

の
と
こ
ろ
を
訪
ね
る
。
王
忠
紉
は
私
を
引
き
留
め
、
と
も
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
午
の
時
に
至
っ
た
。
そ

こ
へ
王
孝
先
が
や
っ
て
来
て
、
ほ
ど
な
く
受
時
も
帰
っ
て
来
た
。
私
は
と
っ
く
に
酔
っ
て
い
た
が
、
更
に

ま
た
王
孝
先
と
一
緒
に
王
受
時
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
王
孝
先
は
顧
東
署
の
家
族
へ
の

手
紙
を
私
に
託
す
。
［
自
注
１
］
深
夜
ま
で
飲
み
、
や
っ
と
舟
に
入
る
。

◆
無
錫
で
船
中
泊
。

［
自
注
１
］
当
時
東
署
は
、
蒼
悟
道
で
長
官
を
し
て
い
た
。
そ
の
手
紙
は
、
息
子
の
顧
伯
昌
が
寄
託
し
た

も
の
で
あ
る
。

［
九
月
二
十
一
日
］

＊
概
要
：
無
錫
か
ら
船
で
蘇
州
へ
。
蘇
州
府
呉
県
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
一
日

入
看
孝
先
、
復
小
酌
。
上
午
發
舟
、
暮
過
虎
丘
、
泊
於
半
塘
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
一
日

入
り
て
孝
先
を
看
、
復
た
小
酌
す
。
上
午
に
舟
を
發
し
、
暮
に
虎
丘
を
過
ぎ
、
半
塘
に
泊

す
。

●
語
注

○
發
舟

無
錫
か
ら
蘇
州
へ
は
、
い
わ
ゆ
る
大
運
河
、
今
の
京
杭
運
河
を
通
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
虎
丘

蘇
州
市
の
北
部
に
あ
る
高
さ
三
十
㍍
あ
ま
り
の
小
山
。
春
秋
時
代
呉
王
の
夫
差
が
父
の
闔
閭
を

葬
っ
た
場
所
と
伝
え
、
そ
の
後
寺
院
が
数
多
く
建
て
ら
れ
た
。
西
北
か
ら
蘇
州
へ
入
る
場
合
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
を
な
し
て
い
た
。
白
居
易
が
蘇
州
刺
史
時
代
に
た
び
た
び
訪
れ
た
が
、
虎
丘
の
前
を
通
る
運
河
（
塘

河
）
を
開
削
さ
せ
、
そ
ば
に
堤
防
（
今
の
山
塘
街
）
を
築
か
せ
て
い
る
。
今
は
閶
門
外
山
塘
街
と
い
う
区

画
に
位
置
す
る
。
明
代
は
蘇
州
は
蘇
州
府
呉
江
県
で
あ
っ
た
。

○
半
塘

不
詳
。
山
塘
街
の
半
ば
の
場
所
か
。

●
口
語
訳
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［
二
十
一
日
］

再
び
無
錫
県
城
に
入
っ
て
王
孝
先
に
会
い
、
再
び
少
し
ば
か
り
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

［
南
直
隷
蘇
州
府
常
熟
県
域
］

［
同

呉
県
・
長
州
県
域
］

午
前
に
船
を
出
発
さ
せ
、
暮
れ
に
は
蘇
州
の
虎
丘
を
通
り
過
ぎ
、
半
塘
に
泊
ま
る
。

◆
蘇
州
に
泊
。

［
九
月
二
十
二
日
］

＊
概
要
：
蘇
州
で
知
人
と
別
れ
の
宴
。
蘇
州
府
呉
県
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
二
日

早
爲
仲
昭
市
竹
椅
於
半
塘
。
午
過
看
文
文
老
乃
郎
、
幷
買
物
閶
門
。
晩
過
葑
門
看
含
暉
兄
。

一
見
輒
涕
淚
交
頤
。
不
覺
爲
之
惻
然
。
蓋
含
暉
遁
跡
呉
門
且
十
五
年
、
余
與
仲
昭
屢
訪
之
。
雖
播
遷
之
餘
、

繼
以
家
蕩
子
死
、
猶
能
風
騷
自
遣
。
而
茲
則
大
異
於
前
。
以
其
孫
之
剝
削
無
已
、
而
繼
之
以
逆
也
。
因
復

同
小
酌
余
舟
、
爲
余
作
與
諸
楚
璵
書
。
［
諸
爲
橫
州
守
。
］
夜
半
乃
別
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
二
日

早
に
仲
昭
の
た
め
に
竹
椅
を
半
塘
に
市
ふ
。

か

午
過
ぎ
文
文
老
の
郎
を
看
ん
と
し
、
並
び
に
物
を
閶
門
に
買
ふ
。

晩
過
ぎ
葑
門
に
て
含
暉
兄
を
看
る
。
一
見
す
る
や
輒
ち
涕
淚
交
々
頤
す
。
覺
え
ず
之
が
た
め
に
惻
然
た

り
。
蓋
し
含
暉
は
跡
を
呉
門
に
遁
せ
る
こ
と
且
に
十
五
年
な
ら
ん
と
し
、
余
と
仲
昭
と
屢
々
之
を
訪
ふ
。

播
遷
の
餘
な
り
と
雖
も
、
繼
ぐ
に
家
蕩
し
子
死
す
る
を
以
て
し
、
猶
ほ
能
く
風
騷
し
て
自
ら
遣
る
。
而
し

て
茲
に
則
ち
大
い
に
前
に
異
な
る
。
其
の
孫
の
剝
削
し
て
已
む
無
く
、
而
も
之
に
繼
ぐ
に
逆
を
以
て
す
る

な
り
。
因
り
て
復
た
同
に
余
が
舟
に
小
酌
す
。
余
が
た
め
に
諸
楚
璵
に
与
ふ
る
の
書
を
作
す
。
［
諸
は
橫

州
の
守
た
り
。］
夜
半
に
し
て
乃
ち
別
る
。

●
語
注

○
閶
門

蘇
州
城
の
西
側
の
一
番
北
に
あ
る
門
。

○
葑
門

蘇
州
城
の
東
側
の
一
番
南
の
門
。

○
呉
門

蘇
州
の
こ
と
。

○
播
遷

遠
方
を
さ
す
ら
う
こ
と
。

○
風
騷

詩
経
国
風
や
楚
辞
離
騒
。
詩
文
を
作
っ
て
楽
し
む
こ
と
。

○
剝
削

す
ね
か
じ
り
。

○
諸
楚
璵

「
粤
西
遊
日
記

二
」
八
月
十
五
日
條
に
「
橫
州
…
…
時
州
守
爲
吾
郡
諸
楚
餘
［
名
士
翹
］
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
情
報
は
な
い
。

○
橫
州

今
の
広
西
壮
族
自
治
区
南
寧
地
級
市
横
県
。
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●
口
語
訳

《
２
》
蘇
州

［
二
十
二
日
］

早
朝
に
仲
昭
の
た
め
に
半
塘
で
竹
の
椅
子
を
買
う
。

昼
過
ぎ
に
文
文
老
の
息
子
に
会
い
に
行
き
、
あ
わ
せ
て
閶
門
で
買
い
物
を
す
る
。

晩
に
葑
門
に
含
暉
兄
に
会
い
に
行
く
。
顔
を
合
わ
せ
る
や
い
な
や
、
彼
は
泣
き
出
し
、
涙
が
顔
中
を
お

お
っ
た
。
私
は
思
わ
ず
憐
憫
の
情
に
駆
ら
れ
た
。
思
う
に
、
含
暉
は
こ
の
蘇
州
の
地
に
隠
棲
す
る
こ
と
一

五
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
、
私
と
仲
昭
と
で
し
ば
し
ば
訪
ね
た
も
の
で
あ
っ
た
。
故
郷
を
離
れ
て
さ
す

ら
い
、
更
に
家
は
破
産
し
子
ど
も
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
詩
文
を
楽
し
ん
で
悲
し

み
を
慰
め
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
至
っ
て
以
前
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
孫
が
彼
か
ら
無
心

を
す
る
こ
と
や
ま
ず
、
加
え
て
逆
ら
い
悖
る
と
い
う
不
孝
者
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
た
私
の

小
舟
ま
で
一
緒
に
戻
り
、
少
し
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
彼
は
私
の
た
め
に
諸
楚
璵
へ
の
手
紙
を
書
い
て
く
れ

た
。［
自
注
１
］
夜
半
に
な
っ
て
含
暉
と
別
れ
た
。

◆
蘇
州
呉
県
泊
。

［
自
注
１
］
諸
は
横
州
の
長
官
で
あ
っ
た
。

［
九
月
二
十
三
日
］

＊
概
要
：
蘇
州
呉
県
か
ら
船
出
。
同
崑
山
県
を
経
由
し
て
、
青
洋
江
と
呉
淞
江
と
の
合
流
地
点
で
船
中
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
三
日

復
至
閶
門
、
取
染
紬
裱
帖
。
上
午
發
舟
。
七
十
里
、
晩
至
崑
山
。
又
十
餘
里
、
出
内
村
、

下
青
洋
江
。
絶
江
而
渡
、
泊
於
江
東
之
小
橋
渡
側
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
三
日

復
た
閶
門
に
至
り
、
染
紬
裱
帖
を
取
る
。

上
午
に
舟
を
發
す
。

七
十
里
に
し
て
、
晩
に
崑
山
に
至
る
。

又
た
十
餘
里
に
し
て
、
内
村
を
出
で
、
青
洋
江
を
下
る
。
江
を
絶
し
て
渡
り
、
江
東
の
小
橋
渡
の
側
に

泊
す
。

●
語
注

○
發
舟

蘇
州
か
ら
崑
山
へ
は
、
婁
江
を
通
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
婁
江
は
太
湖
を
東
に
出
、
崑
山
・
太
倉

を
へ
て
、
劉
河
口
で
海
に
入
る
。

○
崑
山

今
の
江
蘇
省
蘇
州
地
級
市
崑
山
市
。
蘇
州
か
ら
真
東
に
約
三
十
㌖
。
明
代
は
蘇
州
府
崑
山
県
。

秦
漢
時
代
の
婁
県
。

○
青
洋
江

今
の
青
陽
港
か
。
港
は
港
湾
で
は
な
く
、
小
河
川
。
崑
山
市
で
婁
江
と
呉
淞
江
と
を
結
ぶ
。
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○
江

呉
淞
江
か
。
呉
淞
江
は
太
湖
を
東
に
出
、
上
海
へ
至
っ
て
海
に
入
る
。
婁
江
の
南
側
で
平
行
し
て

東
流
す
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
三
日
］

再
び
閶
門
に
行
き
、
染
色
を
依
頼
し
て
い
た
紬
と
表
装
を
依
頼
し
て
い
た
書
帖
を
受
け
取
る
。

午
前
中
に
船
を
出
発
さ
せ
る
。

《
３
》
佘
山
へ

東
に
七
十
里
進
み
、
晩
に
崑
山
県
に
至
る
。

［
南
直
隷
蘇
州
府
崑
山
県
域
］

ま
た
十
里
あ
ま
り
で
、
内
村
に
出
、
青
洋
江
を
南
へ
下
る
。
（
呉
淞
江
へ
の
入
り
口
に
着
き
）
江
を
横

切
っ
て
渡
り
、
東
岸
の
小
さ
な
橋
の
傍
に
泊
ま
る
。

◆
青
洋
江
と
呉
淞
江
の
合
流
地
点
あ
た
り
で
船
中
泊
。

［
九
月
二
十
四
日
］

＊
概
要
：
船
旅
。
松
江
府
青
浦
県
を
経
由
し
て
、
同
佘
山
に
陳
継
儒
を
訪
ね
る
。
引
き
留
め
ら
れ
て
泊
。

南
へ
真
っ
直
ぐ
向
か
わ
ず
に
、
東
に
寄
り
道
し
て
い
る
の
は
、
彼
を
訪
ね
る
の
が
目
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

■
本
文
の
部

二
十
四
日

五
鼓
行
。
二
十
里
、
至
綠
葭
浜
、
天
始
明
。
午
過
青
浦
。
下
午
抵
佘
山
北
。
因
與
靜
聞
登

陸
、
取
道
山
中
之
塔
凹
而
南
。
先
過
一
壞
圃
、
則
八
年
前
中
秋
歌
舞
之
地
。
所
謂
施
子
野
之
別
墅
也
。
是

年
、
子
野
繡
圃
徵
歌
甫
就
。
眉
公
同
余
過
訪
、
極
其
妖
豔
。
不
三
年
、
余
同
長
卿
過
、
復
尋
其
勝
、
則
人

亡
琴
在
、
已
有
易
主
之
感
。
［
已
售
兵
郎
王
念
生
。
］
而
今
則
斷
榭
零
垣
。
三
頓
而
三
改
其
觀
、
滄
桑
之

變
如
此
。
越
塔
凹
、
則
寺
已
無
門
、
惟
大
鐘
猶
懸
樹
間
、
而
山
南
徐
氏
別
墅
亦
已
轉
屬
。
因
急
趨
眉
公
頑

仙
廬
。
眉
公
遠
望
客
至
、
先
趨
避
。
詢
知
余
、
復
出
、
挽
手
入
林
。
飲
至
深
夜
。
余
欲
別
、
眉
公
欲
爲
余

作
一
書
寄
雞
足
二
僧
。［
一
號
弘
辯
、
一
號
安
仁
。
］
強
爲
少
留
、
遂
不
發
舟
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
四
日

五
鼓
に
行
く
。

二
十
里
に
し
て
、
綠
葭
浜
に
至
り
、
天
始
め
て
明
く
。

午
に
青
浦
を
過
ぐ
。

下
午
に
佘
山
の
北
に
抵
る
。
因
っ
て
靜
聞
と
陸
に
登
り
、
道
を
山
中
の
塔
凹
に
取
り
て
南
す
。
先
づ
一

し
や

の
壞
せ
る
圃
を
過
ぐ
れ
ば
、
則
ち
八
年
前
の
中
秋
に
歌
舞
す
る
の
地
な
り
。
所
謂
「
施
子
野
の
別
墅
」
な

り
。
是
の
年
、
子
野

繡
圃
に
て
歌
甫
を
徴
し
て
就
か
し
む
。
眉
公
余
と
同
に
過
ぎ
り
訪
ね
、
其
の
妖
豔

を
極
め
た
り
。
三
年
な
ら
ず
し
て
、
余
長
卿
と
同
に
過
り
、
復
た
其
の
勝
を
尋
ぬ
れ
ば
、
則
ち
人
亡
く
琴

の
み
在
り
、
已
に
易
主
の
感
有
り
。
［
已
に
兵
郎
の
王
念
生
に
售
る
。
］
而
る
に
今
は
則
ち
斷
榭
零
垣
た

う

り
。
三
た
び
頓
し
て
三
た
び
其
の
觀
を
改
む
。
滄
桑
の
變

此
く
の
如
し
。
塔
凹
を
越
ゆ
れ
ば
、
則
ち
寺
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已
に
門
無
く
、
惟
だ
大
鐘
の
み
猶
ほ
樹
間
に
懸
か
る
。
而
し
て
山
南
の
徐
氏
の
別
墅
も
亦
た
已
に
轉
屬

せ
り
。
因
り
て
急
ぎ
て
眉
公
の
頑
仙
廬
に
趨
る
。
眉
公
客
の
至
る
を
遠
望
し
、
先
づ
趨
り
て
避
く
。
詢
ひ

て
余
な
る
を
知
り
、
復
た
出
で
、
手
を
挽
き
て
林
に
入
る
。
飲
み
て
深
夜
に
至
る
。
余
別
れ
ん
と
欲
す
る

に
、
眉
公

余
が
た
め
に
一
書
を
作
し
て
雞
足
の
二
僧
に
寄
す
。
［
一
は
弘
辯
と
號
し
、
一
は
安
仁
と
號

す
。］
強
ひ
て
少
留
を
な
す
、
遂
に
舟
を
發
せ
ず
。

●
語
注

○
五
鼓

午
前
四
時
ご
ろ
。
明
け
前
。

○
行

青
洋
港
と
呉
淞
江
の
合
流
地
点
か
ら
、
呉
淞
江
を
下
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
綠
葭
浜

今
の
崑
山
市
陸
家
鎮
。
明
代
は
崑
山
県
菉
葭
濱
鎮
。
「
陸
軍
図
・
菉
葭
濱
鎮
」
に
、
青
洋
港

と
の
合
流
地
点
か
ら
呉
淞
江
を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
菉
葭
濱
鎮
が
あ
り
、
「
陸
軍
五
十
万
図
・
上
海
」

も
同
じ
。
朱
恵
栄
に
は
「
今
は
緑
葭
と
い
う
」
と
あ
る
が
、BD

で
は
陸
家
浜
、G

E

や
「
現
代
地
図
・

蘇
」
で
は
陸
家
鎮
と
す
る
。

○
青
浦

今
の
上
海
市
青
浦
区
青
浦
鎮
。
明
代
は
松
江
府
下
の
県
。
明
の
嘉
靖
二
十
一
年
（
一
五
四
二
）

設
置
。
綠
葭
浜
か
ら
し
ば
ら
く
呉
淞
江
を
下
り
、
安
亭
鎮
の
あ
た
り
で
、
南
に
入
る
二
本
の
水
路
が
延
び

て
い
る
。
こ
の
う
ち
西
南
に
下
る
も
の
が
青
浦
に
至
る
。
「
陸
軍
図
」
で
は
東
大
盈
浦
、BD

や
現
代
地

図
で
は
東
大
盈
港
と
す
る
。
お
そ
ら
く
徐
霞
客
ら
は
こ
の
水
路
を
南
下
し
て
、
青
浦
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

○
佘
山

今
の
上
海
市
松
江
区
佘
山
鎮
に
あ
る
小
山
。
明
代
は
松
江
府
華
亭
県
内
。
「
読
史
紀
要
」
南
直

松
江
府
婁
県
に
「
府
北
二
十
五
里
、
相
傳
有
佘
姓
者
隱
此
、
故
名
」
と
い
う
。
名
勝
の
地
で
、
現
在
も
佘

山
国
家
遊
覧
度
暇
区
と
な
っ
て
い
る
。
青
浦
か
ら
佘
山
ま
で
も
水
路
が
あ
る
。

○
八
年
前

崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）
。
こ
の
年
徐
霞
客
は
、
福
建
か
ら
羅
浮
山
に
遊
ん
で
い
る
。
そ
の

折
の
日
記
が
「
閩
遊
日
記

前
」
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は
、
四
月
五
日
ま
で
で
終
わ
っ
て
お
り
、
佘
山

を
訪
ね
た
記
録
は
な
い
。
本
条
に
中
秋
に
訪
ね
た
と
あ
れ
ば
、
福
建
か
ら
の
帰
途
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

○
繡

華
麗
な
、
華
美
な
。

○
甫

男
性
。
歌
甫
で
歌
手
の
意
か
。

○
眉
公

陳
継
儒
（
一
五
五
八
～
一
六
三
九
）
。
松
江
花
亭
の
人
。
字
は
仲
醇
。
終
始
在
野
の
人
で
あ
り

続
け
た
が
、
博
覧
強
記
、
詩
書
画
に
も
す
ぐ
れ
た
。
や
が
て
崑
山
、
佘
山
に
隠
棲
し
、
世
人
と
の
交
わ
り

を
極
力
避
け
、
し
ば
し
ば
詔
勅
も
て
召
さ
れ
る
も
、
病
と
称
し
て
辞
退
し
た
。
「
明
史
」
巻
二
百
九
十
八

本
伝
。
し
か
し
徐
霞
客
と
は
懇
切
な
交
わ
り
を
持
っ
た
。
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）

で
、
母
親
を
伴
っ
て
江
蘇
を
遊
ん
だ
折
り
（
記
は
残
さ
れ
て
い
な
い
）
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
徐

霞
客
が
八
十
歳
に
な
る
母
親
の
長
寿
を
言
祝
ぐ
文
章
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
陳
継
儒
は
快
く
承
知
し
、「
寿

江
陰
徐
太
君
王
孺
八
十
叙
」
を
著
し
た
（
い
ま
、
徐
霞
客
の
故
居
に
あ
る
「
晴
山
堂
石
刻
」
に
収
録
さ
れ

て
い
る
）
。
ま
た
徐
霞
客
に
「
霞
客
」
の
号
を
つ
け
た
の
も
、
陳
継
儒
で
あ
っ
た
。
鄭
祖
安
に
記
事
が
あ

る
。
宋
の
謝
翱
に
「
金
華
遊
記
」
が
あ
る
が
、
そ
の
版
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
陳
眉
公
訂
正
金
華
遊
錄
一
巻
」

が
あ
る
。

○
不
三
年

徐
霞
客
は
崇
禎
三
年
（
一
六
三
○
）
に
再
び
福
建
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
折
の
日
記
が
「
閩

遊
日
記

後
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
こ
の
地
を
訪
ね
た
記
録
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
往
復
の
い
ず
れ

か
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



- 11 -

○
人
亡
琴
在

「
朱
恵
栄
」
は
「
却
物
是
人
非
」
と
訳
す
。
施
設
や
設
備
は
も
と
の
ま
ま
あ
る
が
、
そ
こ

に
住
む
人
が
風
雅
を
解
さ
な
い
人
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
。

○
滄
桑
之
變

滄
海
（
海
原
）
が
い
つ
し
か
変
じ
て
桑
田
に
な
る
こ
と
。
世
の
移
り
変
わ
り
の
激
し
い
こ

と
の
た
と
え
。

○
先
趨
避

時
に
眉
公
は
八
十
一
歳
。
人
嫌
い
が
益
々
高
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
雞
足

雲
南
の
寺
院
で
、
今
回
の
西
南
遊
の
目
的
地
の
ひ
と
つ
。

○
弘
辯
・
安
仁

雞
足
山
の
僧
で
浙
江
の
出
身
。

●
口
語
訳

［
二
十
四
日
］

夜
明
け
前
に
出
発
す
る
。

二
十
里
進
み
、
綠
葭
浜
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
、
や
っ
と
夜
が
明
け
る
。

［
南
直
隷
松
江
府
青
浦
県
域
］

正
午
ご
ろ
、
松
江
府
青
浦
県
城
を
過
ぎ
る
。

［
同

華
亭
県
域
］

午
後
に
婁
県
の
佘
山
の
北
に
到
着
す
る
。
そ
こ
か
ら
静
聞
と
と
も
に
上
陸
し
、
山
中
の
塔
凹
の
道
を
選

ん
で
南
へ
進
む
。
最
初
に
ひ
と
つ
の
荒
れ
果
て
た
園
庭
の
側
を
通
り
過
ぎ
る
。
こ
こ
は
八
年
前
の
中
秋
節

に
歌
舞
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
施
子
野
の
別
荘
」
で
あ
る
。
こ
の
年
、
子
野
は
美
し
い
園

庭
に
歌
手
を
召
し
出
し
た
。
陳
眉
公
は
私
と
一
緒
に
こ
こ
を
訪
ね
、
妖
艶
な
宴
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
三
年
た
た
な
い
う
ち
に
、
私
は
長
卿
と
一
緒
に
こ
こ
を
訪
ね
、
再
び
そ
の
景
勝
を
尋
ね
よ
う
と
し

た
が
、
施
設
設
備
は
残
っ
て
い
た
が
、
住
む
人
は
風
雅
を
解
す
る
人
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
つ
ま
ら
な

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
も
は
や
持
ち
主
が
替
わ
っ
た
か
の
感
が
あ
っ
た
。
［
自
注
１
］
そ
し

て
今
は
壊
れ
た
台
と
崩
れ
た
垣
が
残
る
ば
か
り
。
三
度
訪
れ
て
、
三
度
そ
の
姿
を
変
え
て
い
る
。
滄
桑
の

変
と
い
う
が
、
全
く
そ
の
通
り
だ
。
塔
凹
を
越
え
る
と
、
寺
が
あ
る
が
、
門
が
も
は
や
無
く
な
っ
て
い
る
。

た
だ
大
き
な
鐘
が
、
木
々
の
間
に
懸
け
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
山
の
南
側
に
あ
っ
た
徐
氏

の
別
荘
も
、
持
ち
主
が
替
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
（
心
配
に
な
っ
て
）
急
い
で
眉
公
の
頑
仙
廬
へ
と
足
を

急
が
せ
る
。
眉
公
は
客
が
来
る
の
を
遠
く
か
ら
眺
め
る
と
、
先
ず
は
走
っ
て
家
の
中
に
逃
げ
、
避
け
よ
う

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
に
問
う
て
、
客
が
私
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
再
び
家
か
ら
出
て
き
て
、
私

の
手
を
引
い
て
林
に
入
る
。
と
も
に
酒
を
飲
み
、
深
夜
に
至
っ
た
。
私
は
暇
を
告
げ
よ
う
と
し
た
が
、
眉

公
は
私
の
た
め
に
雞
足
山
の
二
人
の
僧
侶
［
自
注
２
］
に
手
紙
を
書
い
て
く
れ
る
こ
と
と
な
り
、
も
う
少

し
留
ま
る
よ
う
、
強
く
求
め
た
。
そ
こ
で
舟
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

◆
佘
山
泊
。

［
自
注
１
］
実
際
兵
部
侍
郎
の
王
念
生
と
い
う
者
の
手
に
渡
っ
て
い
た
。

［
自
注
２
］
名
は
弘
弁
と
安
仁
。

［
九
月
二
十
五
日
］

＊
概
要
：
佘
山
を
辞
し
、
船
で
西
南
へ
。
蘇
州
府
長
州
県
章
練
塘
を
経
由
し
、
浙
江
嘉
興
府
嘉
善
県
へ
入



- 12 -

り
、
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
五
日

清
晨
、
眉
公
已
爲
余
作
二
僧
書
、
且
修
以
儀
。
復
留
早
膳
、
爲
書
王
忠
紉
乃
堂
壽
詩
二
紙
、

又
以
紅
香
米
寫
經
大
士
饋
余
。
上
午
始
行
。
蓋
前
猶
東
迂
之
道
、
而
至
是
爲
西
行
之
始
也
。
三
里
、
過
仁

山
。
又
西
北
三
里
、
過
天
馬
山
。
又
西
三
里
、
過
橫
山
。
又
西
二
里
、
過
小
崑
山
。
又
西
三
里
、
入
泖
湖
、

絶
流
而
西
、
掠
泖
寺
而
過
。
寺
在
中
流
、
重
臺
傑
閣
、
方
浮
屠
五
層
、
輝
映
層
波
、
亦
澤
國
之
一
勝
也
。

西
入
慶
安
橋
、
十
里
、
爲
章
練
塘
。［
其
地
爲
長
洲
南
境
、
亦
萬
家
之
市
也
。
］
又
西
十
里
、
爲
蔣
家
灣
、

已
屬
嘉
善
。
貪
晩
行
、
爲
聽
蟹
群
舟
所
驚
、
亟
入
丁
家
宅
而
泊
。
［
在
嘉
善
北
三
十
六
里
、
即
尚
書
改
亭

公
之
故
里
。
］

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
五
日

清
晨
、
眉
公
已
に
余
が
た
め
に
二
僧
の
書
を
作
す
。
且
つ
修
む
る
に
儀
を
以
て
す
。
復
た

留
め
て
早
膳
す
。
王
忠
紉
の
堂
の
壽
の
詩
二
紙
を
書
す
を
な
し
、
又
た
紅
香
米
を
以
て
經
と
大
士
を
寫
し

て
余
に
饋
る
。

上
午

始
め
て
行
く
。
蓋
し
前
は
猶
ほ
東
迂
の
道
に
し
て
、
而
し
て
是
に
至
り
て
西
行
の
始
ま
り
と
な

す
。三

里
に
し
て
、
仁
山
を
過
ぐ
。

又
た
西
北
に
三
里
に
し
て
、
天
馬
山
を
過
ぐ
。

又
た
西
に
三
里
に
し
て
、
橫
山
を
過
ぐ
。

又
た
西
に
二
里
に
し
て
、
小
崑
山
を
過
ぐ
。

又
た
西
に
三
里
に
し
て
、
泖
湖
に
入
り
、
流
れ
を
絶
し
て
西
し
、
泖
寺
を
掠
め
て
過
ぐ
。
寺
は
中
流
に

在
り
、
重
臺
傑
閣
、
方
に
浮
屠
の
五
層
に
し
て
、
層
波
に
輝
映
す
。
亦
た
澤
國
の
一
勝
な
り
。

西
し
て
慶
安
橋
に
入
る
。

十
里
に
し
て
、
章
練
塘
た
り
。
［
其
の
地
は
長
洲
の
南
境
た
り
、
亦
た
萬
家
の
市
な
り
。］

又
た
西
に
十
里
に
し
て
、
蔣
家
灣
た
り
、
已
に
嘉
善
に
屬
す
。

晩
を
貪
し
て
行
か
ん
と
し
、
聽
蟹
群
舟
の
驚
す
る
所
と
な
る
、
亟
に
丁
家
宅
に
入
り
て
泊
す
。
［
嘉
善

の
北
三
十
六
里
に
在
り
、
即
ち
尚
書
改
亭
公
の
故
里
な
り
。］

●
語
注

○
清
晨

早
朝
。

○
儀

礼
物
。

○
紅
香
米

不
詳
。
黄
珅
は
血
だ
と
す
る
。
血
を
顔
料
と
し
て
仏
画
を
描
い
た
の
か
。

○
大
士

こ
こ
で
は
仏
や
菩
薩
。
そ
れ
を
描
い
た
仏
画
。

○
仁
山

朱
恵
栄
は
、
今
の
辰
山
の
こ
と
と
い
う
。
辰
山
は
上
海
市
松
江
区
の
集
落
、
な
ら
び
に
小
山
。

「
現
代
地
図
・
江
浙
滬
」
で
は
、
佘
山
か
ら
辰
山
塘
と
い
う
運
河
を
南
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

○
天
馬
山

今
の
上
海
市
松
江
区
に
あ
る
小
山
。
標
高
九
八
㍍
と
い
う
。
「
読
史
紀
要
」
松
江
府
婁
県
で

は
、
府
の
西
北
二
五
里
、
崑
山
の
東
北
に
あ
る
横
雲
山
が
、「
一
名
天
馬
山
」
と
す
る
。

○
橫
山

「
陸
軍
五
十
万
図
・
上
海
」
に
見
え
、
「
現
代
地
図
・
江
浙
滬
」
に
よ
れ
ば
、
天
馬
山
か
ら
小
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崑
山
を
経
由
す
る
小
河
川
が
横
山
塘
と
あ
る
。

○
小
崑
山

「
陸
軍
五
十
万
図
・
上
海
」
に
見
え
、
現
在
の
上
海
市
松
江
区
に
あ
る
。

○
泖
湖

今
は
泖
河
と
い
い
、
淀
山
湖
か
ら
出
て
東
南
に
流
れ
、
諸
水
を
受
け
入
れ
な
が
ら
黄
浦
江
に
注

い
で
海
に
入
る
。
松
江
区
と
青
浦
区
の
境
を
な
す
。
「
読
史
紀
要
」
松
江
府
に
見
え
る
。

○
泖
寺

不
詳
だ
が
、BD

や
「
現
代
地
図
・
江
浙
滬
」
に
よ
れ
ば
、
泖
河
に
中
洲
が
あ
り
、
そ
こ
に
泖

塔
が
あ
る
と
い
う
。
「
陸
軍
図
十
万
分
一
・
上
海
」
に
は
、
中
洲
の
寺
と
し
て
澄
照
寺
の
名
が
見
え
る
。

こ
れ
の
こ
と
か
。

○
方

朱
恵
栄
は
方
形
と
す
る
。

○
章
練
塘

今
の
上
海
市
青
浦
区
練
塘
鎮
。
明
代
で
は
、
蘇
州
府
長
洲
県
に
属
し
た
。
「
読
史
紀
要
」
浙

江
嘉
興
府
嘉
善
県
に
「
章
練
塘
、
縣
東
北
四
十
五
里
」
と
あ
り
、
「
太
平
寰
宇
記
」
の
、
嘗
て
呉
の
孫
権

が
こ
こ
で
戦
艦
を
建
造
し
、
旗
を
張
り
巡
ら
せ
て
水
練
を
し
た
。
の
ち
に
張
が
章
と
な
ま
り
、
章
練
と
な

っ
た
、
と
い
う
説
を
載
せ
る
。「
陸
軍
図
・
章
練
塘
」「
陸
軍
五
十
万
図
・
上
海
」
に
章
練
塘
鎮
が
あ
り
、GE

・B
D

・
「
現
代
地
図
・
江
浙
滬
」
で
は
練
塘
。

○
長
洲

蘇
州
府
長
洲
県
。

○
蔣
家
灣

今
の
浙
江
省
嘉
興
地
級
市
嘉
善
県
の
盛
家
湾
か
。
明
代
は
浙
江
嘉
興
府
嘉
善
県
。
「
全
省
輿

図
・
嘉
善
上
」
に
は
施
家
湾
が
、BD

に
は
蔣
灣
が
、
「
現
代
地
図
・
浙
１
」
に
は
盛
家
湾
と
あ
る
。

○
聽
蟹
群
舟

不
詳
。
漢
語
大
詞
典
に
「
蟹
浪
」
の
語
を
載
せ
、「
謂
捕
蟹
者
紛
集
似
浪
潮
。
極
言
其
多
」

と
す
る
。
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
る
様
を
言
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
蟹
を
捕
ろ
う
と
し
て
い
る
程
た
く
さ

ん
集
ま
っ
た
舟
、
と
い
う
こ
と
か
。

○
丁
家
宅

今
の
嘉
善
県
丁
柵
か
。
「
全
省
輿
図
・
嘉
善
県
上
」
に
丁
家
柵
鎮
が
見
え
、BD

で
は
沈
香

湯
の
側
に
丁
柵
鎮
が
見
え
、
「
現
代
地
図
・
浙
１
」
に
は
丁
柵
の
名
が
見
え
る
。G

E
で
は
何
家
路
の
あ

た
り
と
な
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
五
日
］

早
朝
、
眉
公
は
も
う
、
私
の
た
め
に
二
人
の
僧
侶
へ
の
手
紙
を
書
い
て
く
れ
て
い
た
。
更
に
礼
物
を
私

に
調
え
て
く
れ
た
。
ま
た
引
き
留
め
て
朝
ご
飯
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
王
忠
紉
の
母
親
の
長
寿

を
祝
う
詩
を
二
枚
の
紙
に
書
い
て
く
れ
、
加
え
て
紅
香
米
を
使
っ
て
お
経
と
仏
画
を
描
い
て
私
に
贈
っ
て

く
れ
た
。

午
前
に
、
や
っ
と
出
発
す
る
。
思
う
に
、
こ
れ
ま
で
は
東
へ
と
迂
回
す
る
道
の
り
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

が
西
へ
向
か
う
旅
の
始
ま
り
で
あ
る
。

《
４
》
杭
州
へ

三
里
で
、
仁
山
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
西
北
に
三
里
で
天
馬
山
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
西
に
三
里
で
横
山
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
西
に
二
里
で
小
崑
山
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
西
に
三
里
で
泖
湖
に
入
り
、
河
を
西
に
横
切
り
、
泖
寺
の
そ
ば
を
掠
め
て
進
む
。
寺
は
川
の
中

州
に
立
ち
、
重
な
り
あ
っ
て
高
く
聳
え
る
台
閣
を
誇
り
、
ま
さ
し
く
五
層
の
仏
塔
で
あ
り
、
層
を
な
す
波

の
光
と
映
え
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
水
郷
の
景
勝
地
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

西
に
慶
安
橋
を
く
ぐ
る
。
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十
里
で
章
練
塘
で
あ
る
。［
自
注
１
］

［
浙
江
嘉
興
府
嘉
善
県
域
］

さ
ら
に
西
に
十
里
で
蔣
家
灣
で
あ
る
。
こ
こ
は
既
に
嘉
興
府
嘉
善
県
で
あ
る
。

夜
を
押
し
て
行
こ
う
と
し
た
が
、
群
集
す
る
舟
を
驚
か
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
速
や
か
に
丁
家
宅
で

泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。［
自
注
２
］

◆
蔣
家
灣
に
泊
。

［
自
注
１
］
こ
こ
は
長
洲
県
の
南
の
境
で
、
こ
こ
も
ま
た
一
万
戸
の
大
商
業
都
市
で
あ
る
。

［
自
注
２
］
こ
こ
は
嘉
善
県
の
北
に
三
十
五
里
の
地
に
あ
っ
て
、
と
り
も
な
お
さ
ず
尚
書
の
改
亭
公
の
故

郷
で
あ
る
。

［
九
月
二
十
六
日
］

＊
概
要
：
船
で
西
南
へ
。
一
旦
蘇
州
府
長
洲
県
に
入
っ
て
瀾
渓
に
入
り
、
南
西
に
向
か
っ
て
す
ぐ
に
嘉
興

府
秀
水
県
へ
。
烏
鎮
の
手
前
で
船
中
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
六
日

過
二
蕩
、
十
五
里
爲
西
塘
、
亦
大
鎭
也
。
天
始
明
。
西
十
里
爲
下
圩
蕩
、
又
南
過
二
蕩
、

西
五
里
爲
唐
母
村
、
始
有
桑
。
又
西
南
十
三
里
爲
王
江
涇
、
其
市
愈
盛
。
直
西
二
十
餘
里
、
出
瀾
溪
之
中
。

西
南
十
里
爲
前
馬
頭
。
又
十
里
爲
師
姑
橋
。
又
八
里
、
日
尚
未
薄
崦
嵫
。
而
計
程
去
烏
鎭
尚
二
十
里
、
戒

於
萑
苻
、
泊
於
十
八
里
橋
北
之
呉
店
村
浜
。
［
其
地
屬
呉
江
。］

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
六
日

二
蕩
を
過
ぎ
、
十
五
里
に
し
て
西
塘
た
り
、
亦
た
大
鎭
な
り
。
天
始
め
て
明
く
。

西
に
十
里
に
し
て
下
圩
蕩
た
り
。

又
た
南
に
二
蕩
を
過
ぐ
。

西
に
五
里
に
し
て
唐
母
村
た
り
、
始
め
て
桑
有
り
。

又
た
西
南
に
十
三
里
に
し
て
王
江
涇
た
り
、
其
の
市

愈
々
盛
ん
な
り
。

直
ち
に
西
す
る
こ
と
二
十
餘
里
に
し
て
、
瀾
溪
の
中
に
出
づ
。

西
南
に
十
里
に
し
て
前
馬
頭
た
り
。

又
た
十
里
に
し
て
師
姑
橋
た
り
。

又
た
八
里
に
し
て
、
日
尚
ほ
未
だ
崦
嵫
に
薄
ら
ず
。
而
る
に
程
を
計
る
に
烏
鎭
を
去
る
こ
と
尚
ほ
二
十

せ
ま

里
あ
り
。
萑
苻
に
戒
し
、
十
八
里
橋
の
北
の
呉
店
村
浜
に
泊
す
。
［
其
の
地

呉
江
に
屬
す
。］

●
語
注

○
二
蕩

蕩
は
沼
沢
。
「
全
省
輿
図
・
嘉
善
上
」
で
は
、
丁
家
柵
鎮
か
ら
西
塘
に
至
る
間
に
は
、
北
祥
府

蕩
・
中
祥
府
蕩
・
南
祥
府
蕩
の
三
つ
が
並
ん
で
い
る
。

○
西
塘

今
嘉
善
県
に
あ
る
集
落
。
水
郷
古
鎮
と
し
て
観
光
地
化
さ
れ
て
い
る
。
明
代
は
、
嘉
善
県
内
。
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「
全
省
輿
図
・
嘉
善
上
」
「
陸
軍
五
十
万
図
・
上
海
」
・BD

・G
E

に
西
塘
鎮
が
あ
る
。
「
浙
江
地
名
」
西

塘
鎮
の
項
で
は
、
「
嘉
慶
嘉
善
県
志
」
か
ら
「
民
居
稠
密
、
向
成
市
廛
、
木
郷
貿
易
者
萃
焉
」
と
引
く
。

○
下
圩
蕩

池
沼
だ
ろ
う
が
不
詳
。
「
全
省
輿
図
・
嘉
善
県
上
」
に
北
夏
墓
蕩
・
南
夏
墓
蕩
が
あ
り
、BD

・
「
現
代
地
図
・
浙
」
に
は
夏
墓
蕩
が
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
こ
か
。

○
唐
母
村

「
全
省
輿
図
・
秀
水
上
」
に
陶
墓
塘
が
あ
り
、BD

に
は
陶
母
が
見
え
る
。

○
王
江
涇

今
は
嘉
興
地
級
市
秀
州
区
の
、
京
杭
運
河
の
支
流
の
西
岸
に
あ
る
。
蘇
州
府
呉
江
県
に
隣
接

す
る
。
明
代
は
秀
水
県
。
「
読
史
紀
要
」
嘉
興
府
嘉
興
県
に
「
王
江
涇
、
府
北
三
十
里
。
相
傳
以
王
江
二

姓
居
此
而
名
。
今
爲
運
河
所
經
、
曰
王
江
涇
市
、
有
巡
司
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
秀
水
上
」
「
陸
軍

五
十
万
図
・
上
海
」
に
王
江
涇
鎮
、BD

に
王
江
涇
村
、G

E

に
王
江
涇
鎮
と
あ
る
。

○
直
西

王
江
涇
か
ら
西
に
直
進
す
る
と
、
一
旦
府
境
を
ま
た
い
で
蘇
州
府
呉
江
県
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

○
瀾
溪

「
読
史
紀
要
」
嘉
興
府
桐
郷
県
に
爛
溪
を
あ
げ
、
「
縣
北
二
十
里
」
と
す
る
。
北
側
の
京
杭
運

河
を
指
す
か
。
「
全
省
輿
図
・
秀
水
県
上
」
に
は
、
浙
江
省
と
江
蘇
省
と
の
境
を
な
す
運
河
を
瀾
溪
塘
と

表
記
す
る
。
な
お
、
こ
こ
か
ら
烏
鎮
あ
た
り
ま
で
、
運
河
の
右
岸
が
江
蘇
省
、
左
岸
が
浙
江
省
と
な
る
。

○
前
馬
頭

朱
恵
栄
は
今
の
銭
碼
頭
で
、
嘉
興
市
西
北
隅
に
あ
る
と
す
る
。
今
は
秀
州
区
に
属
す
。
明
代

で
は
秀
水
県
。BD

・
「
現
代
地
図
・
浙
２
」
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。

○
師
姑
橋

朱
恵
栄
は
今
の
思
古
橋
で
、
嘉
興
市
の
西
北
隅
に
あ
る
と
す
る
。
所
属
は
銭
碼
頭
に
同
じ
。

「
陸
軍
五
十
万
図
・
上
海
」
に
「
師
古
港
」
、G

E

・
「
現
代
地
図
・
浙
２
」
に
思
古
橋
、BD

に
は
思
古
橋

村
の
名
が
見
え
る
。

○
崦
嵫

伝
説
上
の
西
方
に
あ
る
山
。
太
陽
が
沈
む
山
と
さ
れ
る
。

○
烏
鎮

今
も
同
じ
名
。
嘉
興
地
級
市
桐
郷
県
に
属
し
、
古
鎮
游
覧
の
代
表
格
。
明
代
は
桐
郷
県
に
属
す
。

「
浙
江
地
名
」
に
烏
鎮
鎮
が
あ
り
、
地
名
の
考
察
を
し
て
、
唐
代
か
ら
烏
鎮
と
呼
ば
れ
た
と
す
る
。
古
代

か
ら
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
人
口
も
多
く
、
明
李
楽
が
「
重
建
浙
直
分
署
碑
記
」
に
「
姑
蘇
留
都
之
前

戸
、
嘉
湖
浙
甸
之
後
屏
」
と
述
べ
た
こ
と
を
引
く
。

○
萑
苻

元
は
春
秋
時
代
鄭
国
に
あ
っ
た
沼
沢
（
左
伝
昭
公
二
十
年
条
）
。
盗
賊
が
そ
こ
に
潜
み
、
人
を

攫
っ
た
こ
と
か
ら
、
盗
賊
・
泥
棒
を
指
す
語
と
な
っ
た
。

○
十
八
里
橋

不
詳
。
九
里
橋
の
名
は
「
全
省
輿
図
・
桐
郷
上
」
、「
現
代
地
図
に
見
え
る
。

○
呉
店
村
浜

不
詳
。BD

・G
E

に
は
胡
店
村
の
名
が
見
え
る
。
九
里
橋
村
か
ら
更
に
東
北
に
位
置
す
る
。

○
呉
江

明
代
の
呉
江
県
で
蘇
州
府
に
属
し
た
。

●
口
語
訳

［
二
十
六
日
］

二
つ
の
沼
沢
を
過
ぎ
、
十
五
里
で
西
塘
で
あ
る
。
こ
こ
も
亦
た
大
き
な
鎮
で
あ
る
。
こ
こ
で
夜
が
明
け

た
。西

に
十
里
で
下
圩
蕩
で
あ
る
。

さ
ら
に
南
に
二
つ
の
沼
沢
を
過
ぎ
る
。

西
に
五
里
で
唐
母
村
で
あ
る
、
こ
こ
で
初
め
て
桑
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
西
南
に
十
三
里
で
、
王
江
涇
で
あ
る
、
こ
こ
の
市
は
た
い
そ
う
盛
ん
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
真
っ
直
ぐ
西
に
二
十
里
ほ
ど
進
み
、（
一
旦
蘇
州
府
呉
県
に
入
っ
て
）
瀾
溪
に
出
る
。

（
瀾
溪
を
）
西
南
に
十
里
進
む
と
前
馬
頭
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
里
で
師
姑
橋
で
あ
る
。
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さ
ら
に
八
里
行
く
が
、
ま
だ
太
陽
は
沈
ん
で
は
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
烏
鎮
ま
で
は
ま
だ
二
十
里

は
あ
る
。
盗
賊
に
遇
う
の
を
警
戒
し
、
十
八
里
橋
の
北
の
呉
店
村
浜
に
泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。［
自
注
１
］

◆
呉
店
に
泊
。

［
自
注
１
］
こ
こ
は
呉
江
県
に
属
す
。

［
九
月
二
十
七
日
］

＊
概
要
：
船
旅
。
烏
鎮
・
徳
清
県
新
市
を
経
て
、
曹
村
で
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
七
日

平
明
行
。
二
十
里
抵
烏
鎭
。
入
叩
程
尚
甫
。
尚
甫
方
遊
虎
埠
、
兩
郎
出
晤
。
捐
橐
中
資
、

酬
其
昔
年
書
價
。
遂
行
。
西
南
十
八
里
、
連
市
。
又
十
八
里
、
寒
山
橋
。
又
十
八
里
、
新
市
。
又
十
五
里
、

曹
村
、
未
晩
而
泊
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
七
日

平
明
に
行
く
。

二
十
里
に
し
て
烏
鎭
に
抵
る
。
入
り
て
程
尚
甫
を
叩
く
。
尚
甫
は
方
に
虎
埠
に
遊
び
、
兩
郎
出
で
て
晤

る
。
橐
中
の
資
を
捐
し
、
其
の
昔
年
の
書
價
に
酬
ゆ
、
遂
に
行
く
。

西
南
に
十
八
里
に
し
て
、
連
市
た
り
。

又
た
十
八
里
に
し
て
、
寒
山
橋
た
り
。

又
た
十
八
里
に
し
て
、
新
市
た
り
。

又
た
十
五
里
に
し
て
、
曹
村
た
り
、
未
だ
晩
な
ら
ざ
る
も
泊
す
。

●
語
注

○
平
明

夜
明
け
。

○
西
南

京
杭
運
河
は
、
烏
鎮
の
南
で
分
か
れ
る
。
そ
の
ま
ま
南
へ
下
る
の
が
白
馬
塘
と
い
い
、
西
へ
折

れ
る
の
が
運
河
の
本
流
。

○
連
市

今
の
湖
州
地
級
市
南
潯
区
練
市
鎮
。
明
代
は
湖
州
府
帰
安
県
内
。
「
全
省
輿
図
・
帰
安
県
左
」

「
陸
軍
五
十
万
図
・
上
海
」
に
連
市
鎮
が
あ
り
、BD

・G
E

・
「
現
代
地
図
・
浙
１
」
で
は
練
市
鎮
と
あ

る
。
京
杭
運
河
沿
い
の
町
で
、「
地
名
簡
志
」
に
練
市
鎮
が
あ
り
、
朝
市
が
早
い
こ
と
を
伝
え
る
。

○
寒
山
橋

今
の
含
山
か
。
南
潯
区
内
で
、
明
代
は
帰
安
県
内
。
京
杭
運
河
沿
い
の
町
で
、
湖
州
市
南
潯

区
の
南
端
、
徳
清
県
と
の
境
に
位
置
す
る
。
「
全
省
輿
図
・
帰
安
県
左
」
に
含
山
・
含
山
市
、
「
同
・
帰

安
県
中
」
に
含
山
塘
が
あ
り
、BD

・G
E

・
「
現
代
地
図
・
浙
１
」
で
は
含
山
・
含
村
が
あ
る
。

○
新
市

今
の
湖
州
市
徳
清
県
新
市
鎮
。
明
代
は
湖
州
府
徳
清
県
内
。
「
読
史
紀
要
」
湖
州
府
徳
清
県
に

新
市
鎮
が
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
徳
清
県
」
に
新
市
鎮
が
あ
り
、
「
陸
軍
図
・
新
市
鎮
」
「
陸
軍
五
十
万
図

・
上
海
」
に
も
見
え
る
。
「
浙
江
地
名
」
に
も
新
市
鎮
が
あ
り
、
水
陸
の
要
衝
で
商
業
が
盛
ん
で
、
か
つ

て
は
「
小
上
海
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
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○
曹
村

「
陸
軍
図
・
新
市
鎮
」
「
同
十
万
分
一
・
崇
徳
県
」
に
新
市
鎮
の
西
南
の
運
河
沿
い
に
曹
村
の

名
が
見
え
る
。
他
の
地
図
に
は
見
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
南
に
折
れ
て
南
下
す
る
と
唐
棲
に
至
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
七
日
］

夜
明
け
に
出
発
す
る
。

［
浙
江
嘉
興
府
桐
郷
県
域
］

二
十
里
で
烏
鎮
に
至
る
。
舟
を
降
り
、
町
に
入
っ
て
程
尚
甫
を
訪
ね
る
。
（
と
こ
ろ
が
）
彼
は
ち
ょ
う

ど
虎
埠
に
遊
覧
に
出
か
け
て
い
て
留
守
で
あ
り
、
二
人
の
息
子
が
出
て
き
て
挨
拶
し
て
く
れ
る
。
持
参
し

た
金
銭
を
渡
し
、
こ
の
数
年
間
に
借
り
て
い
た
書
籍
代
を
返
し
た
。
か
く
し
て
出
発
し
た
。

［
浙
江
湖
州
府
帰
安
県
域
］

西
南
に
十
八
里
で
、
連
市
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
八
里
で
、
寒
山
橋
で
あ
る
。

［
浙
江
湖
州
府
徳
清
県
域
］

さ
ら
に
十
八
里
で
、
新
市
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
五
里
で
、
曹
村
で
あ
る
。
ま
だ
晩
に
は
間
が
あ
っ
た
が
、
泊
ま
る
こ
と
と
し
た
。

◆
曹
村
に
泊
。

［
九
月
二
十
八
日
］

＊
概
要
：
船
旅
。
杭
州
府
内
の
唐
棲
を
経
て
、
昼
に
は
杭
州
府
城
に
着
く
。
手
紙
を
書
く
な
ど
し
、
西
湖

の
北
で
船
中
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
八
日

南
行
二
十
五
里
、
至
唐
棲
。
風
甚
利
。
五
十
里
、
入
北
新
關
。
又
七
里
、
抵
椶
木
場
。
甫

過
午
。
令
僮
子
入
杭
城
、
往
曹
木
上
解
元
家
、
詢
黄
石
翁
行
旆
。
猶
未
北
至
。
時
木
上
亦
往
南
雍
、
無
從

訊
。
因
作
書
舟
中
、
投
其
家
、
爲
返
舟
計
。
此
後
行
蹤
修
阻
、
無
便
鴻
也
。
晩
過
昭
慶
、
復
宿
於
舟
。

●
訓
訳

二
十
八
日

南
に
行
く
こ
と
二
十
五
里
に
し
て
、
唐
棲
に
至
る
、
風

甚
だ
利
な
り
。

五
十
里
に
し
て
、
北
新
關
に
入
る
。

又
た
七
里
に
し
て
、
椶
木
場
に
抵
る
。

甫

に
午
を
過
ぐ
。
僮
子
を
し
て
杭
城
に
入
り
、
曹
木
上
解
元

わ
ず
か

の
家
に
往
き
、
黄
石
翁
の
行
旆
を
詢
は
し
む
。
猶
ほ
未
だ
北
に
至
ら
ず
。
時
に
木
上
も
亦
た
南
雍
に
往
き
、

よ
り
て
訊
ふ
無
し
。
因
り
て
書
を
舟
中
に
な
し
、
其
の
家
に
投
じ
、
舟
に
返
す
の
計
を
な
す
な
り
。
此
の

後

行
蹤
修
阻
に
し
て
、
便
鴻
な
け
れ
ば
な
り
。
晩
に
昭
慶
を
過
ぎ
り
、
復
た
舟
に
宿
す
。

よ

●
語
注

○
唐
棲

今
の
杭
州
地
級
市
余
杭
区
塘
棲
。
明
代
は
杭
州
府
仁
和
県
内
。
「
全
省
輿
図
・
仁
和
県
上
」
に

唐
棲
鎮
が
あ
り
「
陸
軍
図
・
塘
棲
鎮
」
に
も
そ
の
名
が
見
え
、
「
陸
軍
五
十
万
図
・
上
海
」
に
は
塘
棲
鎮
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が
見
え
る
。
京
杭
運
河
沿
い
の
町
で
、「
地
名
簡
志
」
で
は
、
四
郊
の
産
品
が
集
積
す
る
交
通
の
要
衝
で
、

枇
杷
を
産
す
る
こ
と
で
も
有
名
と
い
う
。

○
五
十
里

こ
の
水
路
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
全
省
輿
図
・
仁
和
県
水
路
道
里
記
」
に
、
新
開
運
河
［
亦

名
下
唐
河
］
が
あ
り
、
「
塘
棲
鎮
→
武
林
渡
→
横
涇
橋
→
圖
子
橋
→
北
新
橋
」
の
ル
ー
ト
を
載
せ
る
。

○
北
新
関

「
読
史
紀
要
」
浙
江
杭
州
府
仁
和
県
に
、
「
北
新
關
、
府
北
十
里
、
商
旅
輳
集
之
道
也
。
有

戸
部
分
司
駐
此
、
榷
商
税
也
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
仁
和
県
下
」
「
同
・
銭
塘
県
上
」
の
新
橋
、
あ

る
い
は
北
新
橋
か
。

○
椶
木
場

「
陸
軍
図
・
杭
県
城
」
に
松
木
場
の
名
が
見
え
る
。
今
の
西
湖
北
岸
の
保
俶
北
路
あ
た
り
だ

ろ
う
が
、BD

に
は
保
俶
北
路
の
東
側
に
「
松
木
場
河
東
」
と
い
う
道
路
が
見
え
る
。
杭
州
城
外
北
部
に

あ
っ
た
小
集
落
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

○
解
元

科
挙
の
郷
試
で
第
一
位
の
人
。
宋
代
以
降
は
読
書
人
の
尊
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

○
行
旆

旆
は
燕
尾
や
旗
が
垂
れ
下
が
っ
た
様
。
行
跡
。

○
南
雍

明
代
に
南
京
に
儲
け
ら
れ
て
い
た
大
学
（
辟
雍
）
の
国
子
監
。

○
便
鴻

鴻
は
書
信
。
人
に
託
し
て
運
ん
で
も
ら
う
手
紙
。

○
昭
慶

昭
慶
寺
。
九
三
六
年
、
呉
越
王
の
創
建
と
伝
え
、
宋
の
太
平
興
国
年
間
に
大
昭
慶
寺
の
題
を
賜

っ
た
。
杭
州
西
湖
北
岸
の
寺
院
で
、
戦
後
ま
も
な
く
中
国
で
出
版
さ
れ
た
地
図
ま
で
は
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
現
存
せ
ず
、
今
の
少
年
宮
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
［
鈴
木
一
九
九
七
］
に
報
告
が
あ
る
。
「
明
銭

塘
県
志
」（
紀
制
）
に
「
昭
慶
寺
、
在
錢
塘
門
外
。
晉
天
福
間
建
」
と
あ
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
八
日
］

［
浙
江
杭
州
府
仁
和
県
域
］

南
に
二
五
里
行
く
と
、
杭
州
府
仁
和
県
の
唐
棲
に
至
る
。
風
向
き
が
舟
行
に
便
で
あ
っ
た
。

五
十
里
で
、
北
新
関
に
入
る
。

さ
ら
に
七
里
で
銭
塘
県
の
椶
木
場
に
至
る
。
わ
ず
か
に
昼
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
召
使
い

を
遣
っ
て
杭
州
城
に
入
城
さ
せ
、
曹
木
上
君
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
黄
石
翁
（
道
周
）
の
行
跡
を
尋
ね
さ

せ
た
。
し
か
し
彼
は
ま
だ
南
か
ら
来
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
木
上
自
身
も
、
南
京
に
国
子
監
と
し
て
出
て

お
り
、
石
翁
の
行
跡
を
問
う
す
べ
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
船
中
で
手
紙
を
書
い
て
、
曹
木
上
の
家
に
投
じ
、

返
事
は
舟
に
返
し
て
も
ら
う
手
立
て
を
取
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
後
、
私
の
行
く
先
は
遙
か
遠
く
と
な
り
、

手
紙
を
届
け
て
も
ら
う
の
も
難
し
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

晩
に
昭
慶
寺
を
訪
問
し
、
舟
に
戻
っ
て
泊
ま
っ
た
。

◆
杭
州
に
泊
。

［
九
月
二
十
九
日
］

＊
概
要
：
杭
州
城
外
で
手
紙
を
書
く
。
前
日
と
同
じ
く
船
中
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
九
日

復
作
寄
仲
昭
兄
與
陳
木
叔
全
公
書
。
靜
聞
往
遊
淨
慈
・
呉
山
。
是
日
復
宿
於
舟
。
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■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
九
日

復
た
仲
昭
兄
と
陳
木
叔
全
公
と
に
寄
す
る
の
書
を
作
す
。
靜
聞
往
き
て
淨
慈
・
呉
山
に
遊

ぶ
。
是
の
日

復
た
舟
に
宿
す
。

●
語
注

○
陳
木
叔
全
公

陳
函
輝
（
一
五
九
○
～
一
六
四
六
）
。
木
叔
は
字
で
、
自
ら
は
小
寒
山
子
と
称
し
た
。

浙
江
臨
海
県
の
人
で
、
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
の
進
士
。
徐
霞
客
と
は
親
友
で
あ
っ
た
。
一
六
三
二
年

の
雁
宕
山
遊
か
ら
の
帰
途
に
仲
昭
と
と
も
に
訪
ね
て
意
気
投
合
し
た
。
後
に
も
交
友
は
続
き
、
徐
霞
客
没

後
は
彼
の
た
め
に
「
徐
霞
客
墓
誌
銘
」
を
撰
し
て
い
る
。
陳
函
輝
自
身
は
、
清
軍
に
台
州
を
占
領
さ
れ
た

の
ち
、
自
縊
し
た
。

○
淨
慈

浄
慈
寺
。
西
湖
南
岸
の
南
屏
山
北
麓
に
あ
る
仏
教
寺
院
で
、
五
代
後
周
顕
徳
元
年
（
九
五
四
）

創
建
の
古
刹
。
［
鈴
木
一
九
九
七
］
に
報
告
が
あ
る
。
「
明
銭
塘
県
志
」
（
紀
制
）
に
は
「
淨
慈
寺
、
在
南

屏
山
。
周
顯
徳
元
年
建
」
と
あ
る
。

○
呉
山

西
湖
の
東
南
岸
の
小
山
。
海
抜
百
㍍
程
度
だ
が
、
紫
陽
山
な
ど
の
い
く
つ
か
の
峯
か
ら
な
り
、

各
山
上
に
は
楼
閣
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
西
湖
や
銭
塘
江
を
眺
め
る
景
勝
の
地
。

●
口
語
訳

《
５
》
杭
州

［
二
十
九
日
］

仲
昭
兄
と
陳
木
叔
に
手
紙
を
書
い
た
。
静
聞
君
は
浄
慈
寺
と
呉
山
に
遊
び
に
行
っ
た
。
こ
の
日
も
、
舟

に
泊
ま
っ
た
。

◆
杭
州
に
泊
。

［
九
月
三
十
日
］

＊
概
要
：
杭
州
城
内
で
旅
の
準
備
の
買
い
物
な
ど
。
西
湖
北
岸
の
昭
慶
寺
に
泊
。

■
本
文
の
部

三
十
日

早
入
城
。
市
參
寄
歸
。
午
下
舟
、
省
行
李
之
重
者
付
歸
。
余
同
靜
聞
渡
湖
入
湧
金
門
、
市
銅

炊
・
竹
筒
諸
行
具
。
晩
從
朝
天
門
趨
昭
慶
、
浴
而
宿
焉
。
是
日
復
借
湛
融
師
銀
十
兩
、
以
益
遊
資
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

三
十
日

早
に
城
に
入
る
。
參
を
市
ひ
て
寄
せ
歸
ら
し
む
。

午

舟
に
下
り
、
行
李
の
重
き
者
を
省
き
て
付
し
歸
ら
し
む
。
余
は
靜
聞
と
同
に
湖
を
渡
り
て
湧
金
門

に
入
り
、
銅
炊
・
竹
筒
の
諸
行
具
を
市
ふ
。

晩
に
朝
天
門
よ
り
昭
慶
に
趨
り
、
浴
し
て
焉
に
宿
す
。
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是
の
日

復
た
湛
融
師
に
銀
十
兩
を
借
り
、
以
て
遊
資
を
益
す
。

●
語
注

○
市
參
寄
歸

朱
恵
栄
は
こ
の
文
を
「
買
了
些
参
託
人
捎
回
家
」
と
訳
す
。
前
日
し
た
た
め
た
手
紙
を
自

宅
へ
届
け
て
く
れ
る
人
を
捜
し
て
、
有
料
で
依
頼
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

○
下
舟

「
舟
に
下
る
」
と
よ
み
、
乗
船
す
る
、
意
と
解
す
。
朱
恵
栄
は
「
回
到
船
中
」
と
訳
す
。

○
湧
金
門

西
湖
東
岸
の
ク
リ
ー
ク
の
一
つ
へ
の
入
り
口
。
今
の
湧
金
路
西
口
。
こ
こ
か
ら
西
に
西
湖
大

道
が
杭
州
駅
ま
で
伸
び
て
い
る
。
杭
州
市
城
の
大
通
り
の
一
つ
を
な
す
。

○
朝
天
門

南
宋
時
代
の
臨
安
の
皇
宮
前
の
大
道
に
あ
っ
た
門
。
当
時
は
こ
の
大
道
の
南
端
が
皇
宮
で
あ

っ
た
。
南
宋
代
・
明
代
の
地
図
で
は
確
認
で
き
、
湧
金
門
か
ら
城
内
へ
入
っ
て
か
ら
大
道
を
南
に
や
や
下

っ
た
所
に
見
え
る
。
朱
恵
栄
は
中
山
路
の
北
段
に
あ
た
る
と
い
う
。

●
口
語
訳

［
三
十
日
］

早
朝
に
城
内
に
入
り
、
手
紙
を
自
宅
へ
届
け
て
く
れ
る
人
を
傭
い
、
寄
託
し
た
。

お
昼
に
、
一
旦
船
に
戻
り
、
荷
物
の
う
ち
重
た
く
か
さ
ば
る
も
の
（
佘
山
で
陳
眉
公
か
ら
贈
ら
れ
た
仏

画
な
ど
で
あ
ろ
う
か
）
を
選
り
分
け
、
自
宅
へ
送
る
手
配
を
す
る
。
私
は
と
い
え
ば
、
静
聞
君
と
と
も
に

西
湖
を
渡
り
、
湧
金
門
か
ら
城
内
に
入
っ
て
銅
の
炊
飯
倶
（
鍋
）
や
飲
料
水
を
入
れ
る
竹
筒
な
ど
の
旅
の

諸
道
具
を
購
入
し
た
。

晩
に
な
り
、
朝
天
門
か
ら
昭
慶
寺
ま
で
歩
い
て
戻
り
、
そ
こ
で
入
浴
し
て
泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
日
は
ま
た
湛
融
師
か
ら
十
両
の
銀
を
借
り
、
旅
費
の
足
し
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆
杭
州
に
泊
。

［
十
月
一
日
］

＊
概
要
：
静
聞
と
と
も
に
西
湖
北
岸
か
ら
西
岸
の
諸
山
を
散
策
。

■
本
文
の
部

十
月
初
一
日

晴
爽
殊
甚
、
而
西
北
風
頗
厲
。
余
同
靜
聞
登
寶
石
山
巓
。
巨
石
堆
架
者
爲
落
星
石
。
西

峯
突
石
尤
屼
嵲
。
南
望
湖
光
江
影
、
北
眺
臯
亭
・
德
清
諸
山
、
東
瞰
杭
城
萬
竈
。
靡
不
歴
歴
。
下
山
五
里
、

過
岳
王
墳
。
十
里
、
至
飛
來
峯
。
飯
於
市
、
即
入
峯
下
諸
洞
。
大
約
其
峯
自
楓
木
嶺
東
來
、
屏
列
靈
隱
之

前
、
至
此
峯
盡
骨
露
。
石
皆
嵌
空
玲
瓏
。
駢
列
三
洞
。
洞
倶
透
漏
穿
錯
、
不
作
深
杳
之
状
。
昔
黥
於
楊
髡

之
刊
鑿
、
今
苦
於
遊
丐
之
喧
汚
。
而
是
時
獨
諸
丐
寂
然
。
山
間
石
爽
、
毫
無
聲
聞
之
溷
、
若
山
洗
其
骨
、

而
天
洗
其
容
者
。
余
遍
歴
其
下
、
復
各
捫
其
巓
。
洞
頂
靈
石
攢
空
、
怪
樹
搏
影
。
跨
坐
其
上
、
不
減
群
玉

山
頭
也
。
［
其
峯
昔
屬
靈
隱
、
今
爲
張
氏
所
有
矣
。
］
下
山
渉
澗
、
即
爲
靈
隱
。
有
一
老
僧
、
擁
衲
默
坐

中
臺
、
仰
受
日
精
、
久
不
一
瞬
。
已
入
法
輪
殿
、
殿
東
新
構
羅
漢
殿
、
止
得
五
百
之
半
。
其
半
尚
待
西
構

也
。
是
日
、
獨
此
寺
麗
婦
兩
三
群
、
接
踵
而
至
。
流
香
轉
豔
。
與
老
僧
之
坐
日
忘
空
、
同
一
奇
遇
矣
。
爲

徘
徊
久
之
。
下
午
、
由
包
園
西
登
楓
樹
嶺
。
下
至
上
天
竺
、
出
中
・
下
二
天
竺
。
復
循
下
天
竺
後
、
西
循

後
山
、
得
「
三
生
石
」
。
不
特
骨
態
嶙
峋
、
而
膚
色
亦
清
潤
。
度
其
處
、
正
靈
隱
面
屏
之
南
麓
也
。
自
此
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東
盡
飛
來
、
獨
擅
靈
秀
矣
。
自
下
天
竺
五
里
、
出
毛
家
歩
渡
湖
。
日
色
已
落
西
山
、
抵
昭
慶
昏
黑
矣
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
月
初
一
日

晴
爽
殊
に
甚
し
、
而
し
て
西
北
の
風

頗
る
厲
し
。

余

靜
聞
と
同
に
寶
石
山
巓
に
登
る
。
巨
石
の
堆
架
せ
る
者
、
落
星
石
た
り
。
西
峯
の
突
石

尤
も

屼
嵲
た
り
。
南
に
湖
光
の
江
影
を
望
み
、
北
に
臯
亭
・
德
清
の
諸
山
を
眺
め
、
東
に
杭
城
の
萬
竈
を
瞰
る
。

歴
歴
た
ら
ざ
る
は
靡
し
。

な

山
を
下
る
こ
と
五
里
に
し
て
、
岳
王
の
墳
を
過
ぐ
。

十
里
に
し
て
、
飛
來
峯
に
至
る
。
市
に
飯
し
、
即
ち
峯
下
の
諸
洞
に
入
る
。

大
約

其
の
峯
は
楓
木
嶺
よ
り
東
に
來
り
、
靈
隱
の
前
に
屏
列
し
、
此
に
至
り
て
峯
盡
き
骨
露
す
。
石

は
皆
嵌
空
玲
瓏
な
り
。
駢
列
せ
る
三
洞
あ
り
。
洞
は
倶
に
透
漏
穿
錯
に
し
て
、
深
杳
の
状
を
作
さ
ず
。
昔

は
楊
髡
の
刊
鑿
に
黥
さ
れ
、
今
は
遊
丐
の
喧
汚
に
苦
し
む
。
而
し
て
是
の
時
獨
だ
諸
丐
寂
然
た
り
。
山
間

の
石
は
爽
に
し
て
、
毫
も
聲
聞
の
溷
な
る
無
く
、
山

其
の
骨
を
洗
ひ
て
、
而
天

其
の
容
を
洗
ふ
者
の

若
し
。
余

其
の
下
を
遍
歴
し
、
復
た
各
々
其
の
巓
に
捫
す
。
洞
頂
の
靈
石
は
空
に
攢
り
、
怪
樹
影
を
搏

あ
つ
ま

う

つ
。
其
の
上
に
跨
坐
す
れ
ば
、
群
玉
山
頭
に
減
ぜ
ざ
る
な
り
。
［
其
の
峯
は
昔

靈
隱
に
屬
す
、
今
は
張

氏
の
所
有
た
り
。］

山
を
下
り
て
澗
を
渉
れ
ば
、
即
ち
靈
隱
た
り
。
一
老
僧
有
り
、
衲
を
擁
し
て
中
臺
に
默
坐
し
、
仰
ぎ
て

日
精
を
受
け
、
久
し
く
一
た
び
も
瞬
か
ず
。

已
に
法
輪
殿
に
入
る
。
殿
の
東
に
新
た
に
羅
漢
殿
を
構
ず
る
も
、
五
百
の
半
ば
を
得
る
に
止
ま
る
。
其

の
半
ば
は
尚
ほ
西
の
構
を
待
つ
な
り
。

是
の
日
、
獨
り
此
寺
に
麗
婦
兩
三
の
群
、
踵
を
接
し
て
至
る
。
流
香
轉
々
豔
な
り
。
老
僧
の
坐
日
忘
空

と
、
同
一
の
奇
遇
な
り
。
た
め
に
徘
徊
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
す
。

下
午
に
、
包
園
よ
り
西
に
楓
樹
嶺
を
登
る
。
下
り
て
上
天
竺
に
至
り
、
中
・
下
二
天
竺
に
出
づ
。
復
た

下
天
竺
の
後
に
循
ひ
、
西
に
後
山
に
循
ひ
、「
三
生
石
」
を
得
。
特
だ
に
骨
態
の
嶙
峋
な
る
の
み
な
ら
ず
、

而
も
膚
色
も
亦
た
清
潤
な
り
。
其
の
處
を
度
る
に
、
正
に
靈
隱
面
屏
の
南
麓
な
り
。
此
よ
り
東
に
飛
來
に

は
か

盡
く
。
獨
り
靈
秀
を
擅
に
す
る
な
り
。

下
天
竺
よ
り
五
里
に
し
て
、
毛
家
歩
に
出
で
、
湖
を
渡
る
。
日
色
已
に
西
山
に
落
ち
、
昭
慶
に
抵
れ
ば

昏
黑
な
り
。

●
語
注

○
寶
石
山

西
湖
の
西
北
岸
に
あ
る
小
山
。「
明
銭
塘
県
志
」（
紀
勝
）
に
は
「
寶
稷
山
、［
一
名
巨
石
山
）
」

…
有
石
、
曰
壽
星
、
曰
倚
雲
、
曰
屯
霞
」
と
あ
る
。

○
落
星
石

「
清
銭
塘
県
志
」
に
「
落
星
石
、
在
寶
石
山
南
嶺
。
…
石
二
。
一
在
看
松
臺
下
。
銘
曰
壽
星

巖
。
一
在
塔
後
。
倶
大
而
圓
。
若
星
霣
（
お
ち
る
）
爲
石
然
、
故
名
」
と
あ
る
。

○
屼
嵲

山
が
高
く
聳
え
る
様
。
ま
た
逆
さ
ま
に
ひ
っ
く
り
返
る
様
。
『
漢
語
大
詞
典
』
は
、
前
者
の
用

例
と
し
て
、
『
徐
霞
客
游
記
「
游
白
岳
山
日
記
」
の
「
迴
望
傅
巖
、
屼
嵲
雲
際
」
を
引
き
、
後
者
の
用
例

と
し
て
、
同
じ
く
『
徐
霞
客
游
記
］
「
粵
西
游
日
記
二
」
の
「
靜
聞
甫
登
騎
、
輒
滾
而
下
…
…
試
欲
以
車

行
、
衆
謂
車
之
屼
嵲
甚
於
馬
」
を
引
く
。
こ
こ
で
は
前
者
で
あ
ろ
う
。

○
德
清

明
代
は
湖
州
府
下
の
県
。
今
は
湖
州
市
徳
清
県
で
杭
州
市
の
北
に
隣
接
す
る
。
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○
竈

煮
炊
き
用
の
か
ま
ど
。
そ
こ
か
ら
炊
飯
の
烟
が
立
ち
上
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

○
歴
歴

は
っ
き
り
と
明
ら
か
。
あ
り
あ
り
と
見
え
る
。

○
岳
王

宋
の
忠
臣
岳
飛
（
一
一
○
三
～
四
一
）。

○
飛
来
峯

下
記
霊
隠
参
照
。

○
楓
木
嶺

「
霊
隠
寺
誌
」
巻
一
に
「
楓
木
嶺
」
が
見
え
る
。
後
出
の
楓
樹
嶺
も
同
じ
か
。

○
霊
隠

霊
隠
寺
。
雲
林
寺
と
も
い
い
、
飛
来
峯
を
武
林
山
と
も
い
う
の
で
、
武
林
と
も
称
す
。
「
霊
隠

寺
誌
」
を
含
む
「
武
林
掌
故
叢
編
」
と
い
う
叢
書
が
あ
る
。
中
国
禅
宗
十
刹
の
ひ
と
つ
。
東
晋
咸
和
年
間

（
三
二
六
～
三
三
四
）
の
創
建
と
伝
え
る
。
イ
ン
ド
僧
慧
理
が
飛
来
峯
を
見
て
、
「
天
竺
の
霊
鷲
山
そ
っ

く
り
で
、
仙
霊
が
隠
れ
住
ま
わ
れ
る
場
所
だ
」
と
い
い
、
山
を
霊
鷲
山
が
飛
来
し
て
き
た
と
し
て
飛
来
峯

と
命
名
し
、
霊
隠
寺
と
名
付
け
た
寺
を
建
て
た
と
い
う
。
そ
の
周
囲
に
は
、
五
代
か
ら
宋
・
元
代
に
作
ら

れ
た
仏
教
関
連
の
塑
像
が
三
百
点
あ
ま
り
も
残
さ
れ
て
い
る
。

○
三
洞

飛
来
峯
に
は
洞
が
多
い
。
「
霊
隠
寺
誌
」
で
は
、
龍
泓
洞
・
玉
乳
洞
・
射
旭
洞
・
呼
猿
洞
・
金

仏
洞
・
香
林
洞
・
円
公
洞
を
あ
げ
る
。
朱
恵
栄
は
、
金
光
洞
（
別
名
青
林
洞
、
ま
た
射
旭
洞
）
・
龍
泓
洞

（
別
名
通
天
洞
）・
呼
猿
洞
の
三
つ
だ
と
い
う
。

○
透
漏

透
か
し
て
漏
れ
出
る
。
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
か
。

○
穿
錯

入
り
交
じ
る
。

○
楊
髡

髡
は
髪
を
剃
る
こ
と
。
僧
侶
の
蔑
称
。
元
代
の
ソ
グ
ド
人
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
僧
侶
、
楊
璉
真
加

を
指
し
て
、
し
ば
し
ば
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。
彼
は
、
フ
ビ
ラ
イ
が
南
宋
の
都
臨
安
を
陥
し
た
後
、
江

南
釈
教
総
統
に
任
ぜ
ら
れ
て
江
南
仏
教
界
を
取
り
仕
切
っ
た
。
加
え
て
宋
皇
帝
の
陵
墓
や
大
臣
の
塚
を
暴

い
て
副
葬
品
を
奪
い
、
地
域
か
ら
も
土
地
や
財
物
を
奪
う
な
ど
の
蛮
行
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

江
南
の
人
士
か
ら
憎
ま
れ
続
け
て
い
た
が
、
明
代
後
半
に
な
る
と
、
杭
州
飛
来
峯
の
塑
像
の
中
に
、
彼
を

象
っ
た
も
の
が
あ
る
と
の
話
に
な
り
、
仏
像
が
繰
り
返
し
損
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

徐
霞
客
が
こ
こ
を
訪
れ
る
十
年
程
前
に
も
、
張
岱
に
よ
っ
て
塑
像
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
楊
璉
真
加
へ
の

憎
悪
と
、
飛
来
峯
仏
像
群
へ
の
嫌
悪
は
、
明
代
後
半
に
は
か
な
り
広
ま
っ
て
お
り
、
徐
霞
客
の
口
吻
か
ら

も
そ
れ
が
伺
え
る
。
詳
細
は
、［
清
水
二
○
○
八
］
参
照
。

○
溷

乱
れ
る
、
汚
れ
る
。

○
群
玉
山

穆
天
子
が
訪
れ
た
と
い
う
西
王
母
の
住
ま
い
。

○
楓
樹
嶺

「
全
省
輿
図
・
銭
塘
県
下
」
に
は
、
霊
隠
か
ら
楓
樹
嶺
に
至
り
、
上
天
竺
寺
に
下
る
道
が
書

き
込
ん
で
あ
る
。

○
上
天
竺
寺

五
代
後
晋
天
福
四
年
（
九
三
九
）
の
創
建
と
伝
え
る
。
法
喜
寺
と
も
い
う
。
「
明
銭
塘
県

志
」（
紀
制
）
に
は
「
上
天
竺
寺
、
晋
天
福
間
僧
道
翊
結
庵
刻
畫
觀
音
大
士
像
」
と
あ
る
。

○
中
天
竺
寺

隋
開
皇
一
七
年
（
五
九
七
）
西
土
よ
り
来
た
宝
掌
禅
師
の
創
建
と
伝
え
る
。
法
浄
寺
と
も

い
う
。
「
明
銭
塘
県
志
」
（
紀
制
）
に
は
「
中
天
竺
寺
、
在
稽
留
峯
北
。
隋
開
皇
十
七
年
建
、
呉
越
改
崇

壽
院
」
と
あ
る
。

○
下
天
竺
寺

東
晋
の
慧
理
が
創
建
し
た
も
の
を
、
隋
開
皇
一
五
年
（
五
九
五
）
真
観
禅
師
が
重
修
し
た

と
伝
え
る
。
法
鏡
寺
と
も
い
う
。
「
明
銭
塘
県
志
」
（
紀
制
）
に
は
「
下
天
竺
寺
、
在
靈
鷲
山
麓
。
晋
僧

慧
理
建
」
と
あ
る
。

○
三
生
石

「
霊
隠
寺
誌
」
に
「
三
生
石
。
下
竺
右
」
と
あ
る
。
唐
代
の
李
源
と
円
沢
禅
師
と
の
友
情
と

因
縁
に
関
わ
る
伝
説
が
あ
る
。

○
毛
家
歩

「
全
省
輿
図
・
銭
塘
県
下
」
に
茅
家
埠
が
あ
り
、
朱
恵
栄
は
こ
こ
だ
と
す
る
。
埠
は
船
着
き
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場
。

●
口
語
訳

［
十
月
一
日
］

天
気
が
最
高
に
明
朗
で
爽
快
で
あ
る
が
、
西
北
の
風
が
と
て
も
厳
し
い
。

私
は
静
聞
君
と
一
緒
に
宝
石
山
の
頂
に
登
っ
た
。
山
頂
に
巨
石
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
、

こ
れ
が
落
星
石
で
あ
る
。
峯
の
西
側
の
岩
山
が
最
も
険
し
く
聳
え
て
い
る
。
南
に
は
西
湖
の
湖
面
の
光
を

望
み
、
北
に
は
臯
亭
や
徳
清
県
の
諸
山
を
眺
め
、
東
に
は
杭
州
城
内
か
ら
立
ち
上
る
た
く
さ
ん
の
人
家
の

烟
を
見
る
。
す
べ
て
が
は
っ
き
り
と
明
ら
か
に
見
え
る
。

山
を
五
里
ほ
ど
下
り
、
岳
飛
の
墓
を
過
ぎ
る
。

さ
ら
に
（
西
に
）
十
里
で
飛
来
峯
に
到
る
。
市
街
で
昼
食
を
取
り
、
そ
の
後
峯
下
の
洞
窟
群
を
巡
る
。

お
お
よ
そ
飛
来
峯
は
楓
木
嶺
か
ら
東
に
延
び
て
き
て
、
霊
隠
寺
の
前
で
屏
風
の
よ
う
に
並
び
立
ち
、
こ

の
場
所
で
山
峯
が
終
わ
っ
て
石
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
石
に
は
皆
穴
が
空
い
て
お
り
、
表

玉
の
よ
う
に
照
り
輝
い
て
い
る
。
三
つ
の
洞
窟
が
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
洞
は
と
も
に
混
じ
り
合
っ
て

区
別
が
付
か
な
く
な
っ
て
お
り
、
奥
深
さ
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
か
つ
て
は
楊
和
尚
の
彫
刻
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
、
い
ま
や
乞
食
ど
も
の
喧
噪
に
汚
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
だ
け
は
、
乞

食
ど
も
が
静
か
に
し
て
い
た
。
山
間
に
見
え
る
石
は
さ
わ
や
か
で
、
猥
雑
な
喧
噪
も
全
く
聞
こ
え
な
い
。

あ
た
か
も
青
山
が
そ
の
内
部
を
き
れ
い
に
洗
い
、
蒼
天
が
そ
の
外
側
を
洗
い
流
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
私

は
洞
の
下
を
経
め
ぐ
っ
て
は
、
山
の
頂
に
登
っ
た
。
洞
頂
の
霊
妙
な
姿
の
石
は
天
に
向
か
っ
て
集
ま
る
よ

う
に
屹
立
し
、
奇
怪
な
格
好
の
樹
木
は
風
に
吹
か
れ
て
そ
の
姿
を
動
か
し
て
い
る
。
洞
頂
に
座
っ
て
辺
り

を
眺
め
れ
ば
、
か
の
西
王
母
の
住
ま
い
だ
と
い
う
群
玉
山
に
も
劣
ら
な
い
趣
で
あ
っ
た
。
［
自
注
１
］

山
を
下
っ
て
谷
川
を
渡
る
と
霊
隠
寺
で
あ
る
。
一
人
の
老
僧
が
い
て
、
法
衣
を
ま
と
っ
て
台
の
上
に
黙

座
し
、
空
を
仰
い
で
太
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、
長
い
間
一
度
も
瞬
か
な
い
で
い
る
。

次
い
で
方
輪
殿
に
入
る
。
殿
の
東
に
新
し
く
羅
漢
殿
を
建
築
し
て
い
る
が
、
五
百
羅
漢
の
う
ち
半
分
し

か
で
き
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
残
り
は
西
側
に
設
け
る
羅
漢
殿
に
作
る
の
で
あ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
、
美
し
い
ご
婦
人
た
ち
の
集
団
が
二
三
、
相
次
い
で
こ
の
寺
を
訪
問
し
て
い
た
。

た
だ
よ
っ
て
く
る
女
性
の
香
が
ま
こ
と
に
艶
麗
で
あ
っ
た
。
こ
の
ご
婦
人
が
た
の
来
訪
と
、
先
に
み
た
老

僧
が
太
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
黙
座
し
続
け
て
い
る
姿
と
は
、
ど
ち
ら
も
滅
多
に
出
会
え
な
い
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
し
ば
ら
く
こ
の
寺
で
ぐ
ず
ぐ
ず
と
過
ご
す
。

午
後
に
、
包
園
か
ら
西
に
行
っ
て
楓
樹
嶺
を
登
る
。
そ
こ
を
下
っ
て
上
天
竺
寺
に
到
り
、
さ
ら
に
中
・

下
の
二
つ
の
天
竺
寺
に
出
る
。
再
び
下
天
竺
寺
の
後
ろ
に
順
い
、
西
に
後
山
に
沿
っ
て
進
み
、「
三
生
石
」

の
と
こ
ろ
へ
到
る
。
こ
の
石
は
、
た
だ
姿
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
表
面
が
清
く
潤
っ
て

い
て
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
場
所
は
、
霊
隠
寺
の
向
か
い
の
屏
風
の
様
な
山
峯
の
南
麓
で
、
そ
の
嶺
は
こ
こ

か
ら
東
に
延
び
て
飛
来
峯
で
終
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
優
れ
た
景
勝
を
独
占
す
る
も
の
で
あ
る
。

下
天
竺
寺
か
ら
五
里
で
毛
家
歩
に
出
、
そ
こ
か
ら
湖
を
渡
る
。
太
陽
は
既
に
西
の
山
に
落
ち
、
昭
慶
寺

に
帰
り
着
い
た
と
き
は
す
っ
か
り
宵
闇
に
包
ま
れ
て
い
た
。

◆
杭
州
に
泊
。

［
自
注
１
］
飛
来
峯
は
か
つ
て
は
霊
隠
寺
に
所
属
し
て
い
た
が
、
今
は
張
某
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。



- 24 -

［
十
月
二
日
］

＊
概
要
：
杭
州
か
ら
金
華
へ
の
旅
の
始
ま
り
。
今
の
余
杭
塘
河
沿
い
に
西
へ
進
ん
で
い
る
が
、
船
を
雇
っ

た
形
跡
が
無
く
、
ス
ピ
ー
ド
も
ゆ
っ
く
り
な
の
で
、
徒
歩
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
余
杭
県
に
入
り
、

県
城
で
泊
。

■
本
文
の
部

初
二
日

上
午
、
自
椶
木
場
五
里
出
觀
音
關
。
西
十
里
、
女
兒
橋
。
又
十
里
、
老
人
鋪
。
又
五
里
、
倉

前
。
又
十
里
、
宿
於
餘
杭
之
溪
南
。
訪
何
孝
廉
樸
庵
、
先
一
日
已
入
杭
城
矣
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
二
日

上
午
、
椶
木
場
よ
り
五
里
に
し
て
觀
音
關
に
出
づ
。

西
に
十
里
に
し
て
、
女
兒
橋
た
り
。

又
た
十
里
に
し
て
、
老
人
鋪
た
り
。

又
た
五
里
に
し
て
、
倉
前
た
り
。

又
た
十
里
に
し
て
、
餘
杭
溪
の
南
に
宿
す
。
何
孝
廉
樸
庵
を
訪
ふ
に
、
先
一
日
に
已
に
杭
城
に
入
れ
り
。

●
語
注

○
観
音
關

今
の
杭
州
市
拱
墅
区
拱
墅
公
園
あ
た
り
か
。「
全
省
輿
図
・
銭
塘
県
下
」
に
観
音
橋
が
あ
る
。

○
女
兒
橋

今
西
湖
区
内
。
余
杭
塘
の
北
岸
。
「
全
省
輿
図
・
銭
塘
県
上
」
、
「
現
代
地
図
・
杭
」
に
見
え

る
。G

E

で
は
兪
家
橋
と
あ
る
あ
た
り
。

○
老
人
鋪

「
全
省
輿
図
・
銭
塘
上
」
に
老
人
橋
が
あ
り
、
「
陸
軍
図
・
余
杭
県
城
」
に
は
老
人
鋪
が
見

え
る
。
鋪
は
、
駅
。BD

・G
E

に
も
老
人
鋪
で
見
え
る
。

○
倉
前

今
、
余
杭
区
内
。「
全
省
輿
図
・
余
杭
県
左
下
」
、「
陸
軍
図
・
余
杭
県
城
」
、
現
代
地
図BD
・G

E

に
も
倉
前
鎮
が
見
え
る
。
「
陸
軍
五
十
万
図
・
蕪
湖
」
に
は
蒼
前
鎮
と
あ
る
。

○
余
杭
溪
南

「
全
省
輿
図
」
に
よ
れ
ば
、
余
杭
県
城
は
、
運
河
の
北
岸
に
あ
る
。
現
在
で
も
市
街
地
は
、

運
河
の
南
岸
に
展
開
し
て
い
る
。

●
口
語
訳

《
６
》
臨
安
を
経
て
洞
山
へ

［
二
日
］

午
前
に
椶
木
場
を
出
発
し
、（
北
に
）
五
里
で
観
音
関
に
出
る
。

（
こ
こ
か
ら
）
西
に
十
里
進
む
と
女
児
橋
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
里
進
む
と
老
人
鋪
で
あ
る
。

［
浙
江
杭
州
府
余
杭
県
域
］

さ
ら
に
五
里
で
余
杭
県
の
倉
前
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
里
進
み
、
余
杭
渓
の
南
に
泊
す
る
こ
と
と
す
る
。
何
樸
庵
の
家
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
は
一

日
違
い
で
、
杭
州
城
に
出
か
け
た
と
こ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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◆
余
杭
県
域
に
泊
。

［
十
月
三
日
］

＊
概
要
：
余
杭
県
城
で
担
夫
を
傭
い
、
こ
こ
か
ら
輿
轎
。
臨
安
県
に
入
り
、
県
城
を
通
過
。
県
城
西
の
皇

潭
（
今
の
横
潭
）
か
ら
南
西
に
方
角
を
変
え
、
山
路
に
入
る
。
分
水
県
に
入
り
、
全
張
（
今
の
前
張
村
）

の
庵
で
泊
。
庵
主
は
日
本
へ
渡
っ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
で
懇
談
し
て
い
る
。

■
本
文
の
部

初
三
日

自
餘
杭
南
門
橋
得
擔
夫
。
出
西
門
、
沿
苕
溪
北
岸
行
。
十
里
、
丁
橋
鋪
。
又
十
里
、
渡
馬
橋
、

則
餘
杭
・
臨
安
之
界
也
。
〔
其
北
可
達
徑
山
。
〕
又
二
里
爲
青
山
。
居
市
甚
盛
。
溪
山
漸
合
、
又
有
二
尖

峯
屏
峙
。
［
一
名
紫
薇
、
一
名
大
山
。
］
十
五
里
、
山
勢
復
開
。
至
十
錦
。
、
一
路
從
亭
北
西
去
者
、
於
潛

・
徽
州
道
也
。
從
亭
南
西
去
者
、
即
臨
安
道
也
。
從
亭
西
南
又
一
里
、
一
石
梁
橫
跨
溪
上
。
曰
長
橋
。
越

橋
而
南
又
一
里
、
入
臨
安
東
關
。
出
西
關
、
［
土
城
甚
低
、
縣
廨
頽
隘
。
］
外
爲
呂
家
巷
、
闤
闠
反
差
盛

於
城
。
又
二
里
爲
皇
潭
。
其
闤
闠
與
呂
家
巷
同
。
其
西
路
分
南
北
、
北
者
亦
於
潛
之
道
、
南
者
新
城
道
也
。

已
而
復
循
山
向
西
南
行
。
又
八
里
爲
高
坎
、
始
通
排
。
又
三
里
、
南
入
裊
柳
塢
、
復
入
山
隘
。
五
里
爲
下

圩
橋
。
由
橋
南
溯
溪
西
上
、
二
里
爲
全
張
、
一
村
皆
張
氏
之
房
也
。
走
分
水
者
、
以
新
嶺
爲
間
道
、
以
全

張
爲
迂
道
。
余
聞
新
嶺
路
隘
而
無
託
宿
。
遂
宿
於
全
張
之
白
玉
庵
。
僧
意
、
餘
杭
人
也
。
聞
余
好
遊
、
深

夜
篝
燈
瀹
茗
、
爲
余
談
其
遊
日
本
、
事
甚
詳
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
三
日

餘
杭
の
南
門
橋
よ
り
擔
夫
を
得
。
西
門
を
出
で
、
苕
溪
の
北
岸
に
沿
ひ
て
行
く
。

十
里
に
し
て
、
丁
橋
鋪
た
り
。

又
た
十
里
に
し
て
、
馬
橋
を
渡
れ
ば
、
則
ち
餘
杭
と
臨
安
と
の
界
な
り
。
其
の
北
は
徑
山
に
達
す
べ
し
。

又
た
二
里
に
し
て
青
山
た
り
。
居
市

甚
だ
盛
ん
な
り
。
溪
と
山
と
漸
く
合
ひ
、
又
た
二
尖
峯
の
屏
峙

せ
る
有
り
。
［
一
は
名
は
紫
薇
、
一
は
名
は
大
山
な
り
。
］

十
五
里
に
し
て
、
山
勢
復
た
開
く
。
十
錦
亭
に
至
る
。
一
路
の
亭
の
北
よ
り
西
に
去
る
者
は
、
於
潛
・

徽
州
の
道
な
り
。
亭
の
南
よ
り
西
に
去
る
者
は
、
即
ち
臨
安
の
道
な
り
。

亭
の
西
よ
り
南
に
又
た
一
里
に
し
て
、
一
石
梁
の
溪
上
に
橫
跨
せ
る
あ
り
、
長
橋
と
曰
ふ
。

橋
を
越
え
て
南
に
又
た
一
里
に
し
て
、
臨
安
の
東
關
に
入
る
。
西
關
を
出
づ
れ
ば
、［
土
城
甚
だ
低
く
、

縣
廨
頽
隘
せ
り
。］
外
は
呂
家
巷
た
り
。
闤
闠
反
っ
て
差
や
城
よ
り
盛
ん
な
り
。

や

又
た
二
里
に
し
て
皇
潭
た
り
。
其
の
闤
闠
は
呂
家
巷
と
同
じ
。
其
の
西
の
路
は
南
北
に
分
る
。
北
な
る

者
は
亦
た
於
潛
の
道
に
し
て
、
南
な
る
者
は
新
城
の
道
な
り
。

已
に
し
て
復
た
山
に
循
ひ
て
西
南
に
向
か
ひ
て
行
く
。

又
た
八
里
に
し
て
高
坎
た
り
、
始
め
て
排
を
通
ず
。

又
た
三
里
に
し
て
、
南
に
裊
柳
塢
に
入
り
、
復
た
山
隘
に
入
る
。

五
里
に
し
て
下
圩
橋
た
り
。
橋
の
南
よ
り
溪
を
溯
り
て
西
に
上
る
。

二
里
に
し
て
全
張
た
り
、
一
村
皆
張
氏
の
房
な
り
。
分
水
に
走
る
者
は
、
新
嶺
を
以
て
間
道
と
な
し
、
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全
張
を
以
て
迂
道
と
な
す
。
余

聞
く
、
新
嶺
の
路
は
隘
に
し
て
宿
を
託
す
る
無
し
と
、
遂
に
全
張
の
白

玉
庵
に
宿
す
。
僧
の
意
は
、
餘
杭
の
人
な
り
。
余
の
遊
を
好
む
と
聞
き
、
深
夜
に
燈
を
篝
し
て
茗
を
瀹
か

と
も

わ

し
、
余
が
た
め
に
其
の
日
本
に
遊
ぶ
を
談
ず
。
事
甚
だ
詳
し
。

●
語
注

○
苕
溪

今
苕
溪
の
名
の
河
川
は
複
数
あ
る
。
こ
こ
で
は
南
苕
溪
。
余
杭
県
の
南
端
を
通
っ
て
西
か
ら
東

に
流
れ
る
。

○
丁
橋
鋪

今
の
丁
公
村
か
。
「
全
省
輿
図
・
余
杭
県
左
下
」
で
は
丁
公
橋
、
「
陸
軍
図
・
餘
杭
県
城
」

で
は
丁
橋
の
名
が
見
え
る
。BD
・G

E

に
は
丁
公
村
が
見
え
る
。

○
馬
橋

県
境
に
つ
い
て
「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
で
は
杜
壚
橋
、
「
陸
軍
図
・
臨
安
県
城
」
で
は
大

木
橋
が
見
え
る
。
今
は
青
山
に
ダ
ム
が
造
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
あ
た
り
は
地
形
の
変
化
が
激
し
く
、
「
現

代
地
図
」
な
ど
で
は
こ
の
橋
は
確
認
で
き
な
い
。

○
徑
山

余
杭
県
と
臨
安
県
の
境
に
あ
り
、
馬
橋
か
ら
西
北
へ
十
五
㌖
ほ
ど
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
地

名
簡
志
」
に
徑
山
が
あ
り
、
天
目
山
に
至
る
道
が
あ
る
こ
と
が
山
名
の
由
来
で
あ
る
こ
と
や
、
遊
覧
の
地

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

○
青
山

今
の
青
山
鎮
。
「
全
省
輿
図
・
余
杭
県
左
下
」
「
陸
軍
図
・
臨
安
県
城
」
「
陸
軍
五
十
万
図
・
蕪

湖
」
やBD

・G
E

な
ど
各
種
地
図
同
じ
。

○
紫
薇
・
大
山

「
陸
軍
図
・
臨
安
県
城
」
な
ど
か
ら
も
、
青
山
鎮
か
ら
西
へ
は
次
第
に
両
側
に
山
が
迫

っ
て
く
る
の
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
二
峯
に
つ
い
て
は
不
詳
。

○
十
錦
亭

「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
に
は
、
長
橋
の
東
に
こ
の
名
が
見
え
る
が
、
陸
軍
図
な
ど
に
は

見
え
な
い
。

○
於
潛

今
の
臨
安
市
於
潛
鎮
。
明
で
は
杭
州
府
下
の
県
。「
地
名
簡
志
」
に
名
の
由
来
な
ど
を
述
べ
る
。

○
徽
州

安
徽
省
の
こ
と
か
。

○
臨
安

今
の
杭
州
地
級
市
臨
安
市
。
明
代
は
、
杭
州
府
下
の
県
。
南
宋
時
代
は
杭
州
を
臨
安
と
呼
ん
だ

が
、
の
ち
に
そ
の
西
に
あ
る
町
が
臨
安
と
名
付
け
ら
れ
た
。「
地
名
簡
志
」
に
記
事
が
あ
る
。

○
長
橋

今
、
長
橋
村
が
あ
る
。「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」「
陸
軍
図
・
臨
安
県
城
」
に
長
橋
が
見
え
、BD

と
「
現
代
地
図
・
臨
安
」
に
は
長
橋
村
が
あ
る
。

○
臨
安
東
關
・
西
關

「
陸
軍
図
・
臨
安
県
城
」
に
よ
れ
ば
、
臨
安
県
城
は
東
西
で
七
百
五
十
㍍
ほ
ど
し

か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
皇
潭

今
の
横
潭
。
「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
に
は
横
潭
鎮
、
「
陸
軍
図
・
臨
安
県
城
」
「
陸
軍
五
十

万
図
・
蕪
湖
」
に
は
横
潭
の
名
が
見
え
る
。G

E

に
は
横
潭
村
が
見
え
、BD

と
「
現
代
地
図
・
臨
安
」

で
は
横
潭
路
と
し
て
名
が
見
え
る
。
今
は
臨
安
市
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
県
城
か
ら
か

な
り
は
ず
れ
た
郊
外
に
あ
る
村
落
だ
っ
た
。

○
新
城

今
の
富
陽
市
新
登
鎮
。
明
代
は
杭
州
府
内
の
県
。

○
高
坎

今
も
同
じ
。
臨
安
市
の
内
。
「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
に
高
坎
村
、「
陸
軍
図
・
臨
安
県
城
」

に
は
高
坑
と
あ
る
。

○
排

並
べ
た
も
の
。
こ
こ
で
は
竹
を
並
べ
て
編
ん
だ
筏
か
。

○
裊
柳
塢

不
詳
。
「
陸
軍
図
・
臨
安
県
城
」
で
は
、
高
坑
か
ら
西
北
の
山
間
が
始
ま
る
あ
た
り
に
孫
家

頭
と
い
う
集
落
の
名
が
見
え
、
同
じ
名
がBD

・G
E

等
に
も
見
え
る
。

○
下
圩
橋

「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
に
は
下
輿
橋
が
、「
陸
軍
図
・
鶏
籠
山
」
に
は
下
魚
橋
が
あ
る
。
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朱
恵
栄
は
今
の
夏
禹
橋
だ
と
い
う
。BD

に
は
夏
禹
街
が
、
「
現
代
地
図
・
臨
安
」
に
は
夏
家
橋
の
名
が

見
え
る
。

○
全
張

今
の
前
張
村
で
は
な
い
か
。
「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
「
陸
軍
図
・
鶏
籠
山
」
に
は
、
前
張

村
が
見
え
、
同
じ
名
がBD

・G
E

に
も
見
え
る
。
村
名
の
由
来
が
、
全
村
民
が
張
な
の
で
「
全
張
」
で

あ
る
と
い
う
徐
霞
客
の
説
は
、
前
張
に
名
前
が
変
わ
る
と
成
り
立
た
な
く
な
る
。

○
分
水

今
の
杭
州
地
級
市
分
水
県
。
明
代
は
杭
州
府
内
の
県
。
於
潛
か
ら
南
流
し
て
桐
廬
で
富
春
江
に

注
ぐ
分
水
江
の
中
流
に
あ
る
。

○
新
嶺

臨
安
県
と
於
潜
県
と
の
境
の
峠
道
。
「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
で
は
、
下
輿
橋
村
か
ら
西
南

に
下
る
と
新
嶺
に
至
り
、
西
に
進
む
と
前
張
橋
が
あ
る
。
「
陸
軍
図
・
鶏
籠
山
」
「
同
・
於
潛
県
治
」
で

は
、
下
魚
橋
か
ら
西
南
に
下
る
と
新
嶺
に
至
り
、
西
に
進
む
と
前
張
村
と
な
る

○
白
玉
庵
…
不
詳
。
全

張
村
の
草
庵
で
あ
ろ
う
。

○
意

白
玉
庵
の
庵
主
の
名
で
あ
ろ
う
。

●
口
語
訳

［
三
日
］

余
杭
県
城
の
南
門
橋
で
、
担
夫
を
傭
う
。
西
門
か
ら
城
外
へ
出
て
、
苕
溪
の
北
岸
沿
い
に
（
西
へ
）
進

む
。十

五
里
で
丁
橋
鋪
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
里
進
み
、
馬
橋
を
渡
る
と
、
余
杭
県
と
臨
安
県
と
の
境
界
で
あ
る
。
そ
の
北
は
、
徑
山
に
達

す
る
。

［
浙
江
杭
州
府
臨
安
県
域
］

さ
ら
に
二
里
で
、
臨
安
県
の
青
山
で
あ
る
。
市
街
は
と
て
も
賑
や
か
で
あ
る
。
渓
流
と
山
と
が
次
第
に

近
づ
き
、
ま
た
二
つ
の
尖
っ
た
峯
が
向
か
い
合
っ
て
聳
え
て
い
る
。［
自
注
１
］

さ
ら
に
十
五
里
で
、
再
び
山
が
開
け
、
十
錦
亭
に
到
る
。
亭
の
北
か
ら
来
て
西
に
行
く
一
路
は
、
於
潛

県
か
ら
徽
州
へ
行
く
道
で
あ
る
。
亭
の
南
を
通
っ
て
西
に
行
く
一
路
は
、
つ
ま
り
臨
安
県
城
へ
の
道
で
あ

る
。亭

の
西
か
ら
南
へ
ま
た
一
里
で
、
ひ
と
つ
の
石
橋
が
渓
流
の
上
に
跨
っ
て
い
た
。
長
橋
と
い
う
。

橋
を
渡
り
、
南
に
ま
た
一
里
で
、
臨
安
県
城
の
東
関
に
入
る
。

そ
の
ま
ま
西
関
を
出
る
と
、
［
自
注
２
］
そ
の
外
は
呂
家
巷
で
あ
る
。
そ
の
市
街
は
臨
安
県
城
よ
り
も

却
っ
て
盛
ん
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
里
で
皇
潭
で
あ
る
。
そ
の
市
街
地
は
呂
家
巷
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
西
で
道
が
南
北

に
分
か
れ
る
。
北
へ
の
道
は
こ
れ
も
ま
た
於
潛
県
へ
の
道
で
、
南
の
道
が
新
城
県
へ
到
る
道
で
あ
る
。

（
そ
の
ど
ち
ら
も
選
択
せ
ず
）
ほ
ど
な
く
再
び
山
な
り
に
西
南
に
向
か
っ
て
進
む
。

さ
ら
に
八
里
で
高
坎
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
や
っ
と
筏
を
浮
か
べ
て
通
れ
る
水
流
が
あ
る
。

さ
ら
に
三
里
で
南
に
曲
が
っ
て
裊
柳
塢
に
入
り
、
再
び
山
間
に
入
る
。

五
里
で
下
圩
橋
で
あ
る
。
橋
の
南
か
ら
渓
流
を
遡
っ
て
西
へ
上
が
る
。

二
里
で
全
張
村
で
あ
る
。
村
中
の
人
の
姓
が
張
の
家
族
で
あ
る
。
分
水
県
に
向
か
う
者
は
、
新
嶺
を
脇

道
と
し
、
全
張
の
道
を
回
り
道
と
す
る
。
私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
、
新
嶺
の
道
は
狭
く
、
泊
ま
る
所
も
な
い

と
。
そ
こ
で
結
局
全
張
の
白
玉
庵
に
泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。
庵
主
の
意
と
い
う
僧
侶
は
余
杭
県
の
人
で
あ

っ
た
。
私
が
旅
遊
を
好
ん
で
い
る
と
聞
き
、
深
夜
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
灯
火
を
と
も
し
、
お
茶
を
沸
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か
し
て
く
れ
、
私
に
彼
が
日
本
に
旅
遊
し
た
と
き
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
と
て
も
詳
細

で
あ
っ
た
。

◆
全
張
に
泊
。

［
自
注
１
］
ひ
と
つ
は
紫
薇
峯
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
大
山
で
あ
る
。

［
自
注
２
］
臨
安
県
は
城
壁
が
と
て
も
低
く
、
県
署
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
あ
る
。

［
十
月
四
日
］

＊
概
要
：
輿
轎
で
西
南
へ
。
山
路
を
進
ん
で
新
城
県
（
今
の
新
登
県
）
に
入
り
、
仙
洞
山
を
訪
ね
る
。
二

つ
の
洞
窟
を
訪
ね
た
詳
細
な
記
述
が
あ
る
が
、
大
収
穫
だ
っ
た
と
喜
ん
で
い
る
。
洞
外
の
村
落
で
泊
。
長

文
な
の
で
、
訳
注
は
三
部
に
分
け
た
。

■
本
文
の
部

初
四
日

雞
鳴
作
飯
、
昧
爽
西
行
。
二
里
、
過
橋
。
折
而
南
又
六
里
、
上
乾
塢
嶺
。
其
嶺
甚
坦
夷
。
蓋

於
潛
之
山
西
來
過
脈
。
東
西
皆
崇
山
峻
嶺
、
獨
此
峽
中
坳
。
過
脊
處
止
丈
餘
、
南
北
疊
塍
而
下
、
皆
成
稻

畦
。
北
流
至
下
圩
橋
、
由
青
山
入
苕
。
南
流
至
沙
宕
、
由
新
城
入
浙
。
不
意
平
陀
遂
分
兩
水
。
其
山
過
東
、

遂
插
天
而
起
、
曰
五
尖
山
。
［
五
尖
之
東
北
、
即
新
嶺
矣
。
］
循
其
西
麓
、
又
五
里
過
唐
家
橋
、
則
新
城

北
界
也
。
白
石
崖
山
障
其
南
、
遂
循
水
西
南
行
。
五
里
爲
華
龍
橋
。
有
水
自
西
塢
來
合
。
過
橋
、
南
越
一

小
嶺
。
二
里
至
沙
宕
。
前
有
一
石
梁
跨
澗
。
曰
趙
安
橋
。
則
入
新
城
道
也
。
由
橋
北
西
溯
一
澗
。
沿
三
九

山
北
麓
而
入
後
葉
塢
。「
三
九
」
之
名
、
以
東
則
從
趙
安
橋
南
至
朱
村
、
北
則
從
趙
安
橋
西
南
至
白
粉
牆
、

南
則
從
白
粉
牆
東
南
至
朱
村
、
三
面
皆
九
里
也
。
由
後
葉
塢
九
里
至
白
粉
牆
。
爲
三
九
山
北
來
之
脊
。
其

脊
亦
甚
坦
夷
。
東
流
者
由
後
葉
出
趙
安
橋
、
西
流
者
由
李
王
橋
合
朱
村
。
此
「
三
九
」
所
以
名
山
、
亦
以

水
繞
無
餘
也
。
白
粉
牆
之
西
二
里
、
爲
羅
村
橋
。
有
水
自
北
來
。
有
路
亦
岐
而
北
、
則
新
城
道
也
。
循
水

南
行
里
許
、
爲
鉢
盂
橋
。
有
水
西
自
龍
門
龕
來
。
〔
龕
有
四
仙
傳
道
嶺
、
在
橋
西
四
里
、
乃
於
潛
境
。
〕

由
橋
北
即
轉
而
東
、
里
餘
復
折
而
南
。
其
地
東
爲
三
九
、
西
爲
洞
山
、
環
塢
一
區
、
東
西
皆
石
峯
嶙
峋
。

黑
如
點
漆
、
丹
楓
黄
杏
、
翠
竹
青
松
、
間
錯
如
繡
。
水
之
透
壁
而
下
者
、
洗
石
如
雪
。
今
雖
久
旱
無
溜
、

而
黑
崖
白
峽
、
處
處
如
懸
匹
練
。
心
甚
異
之
。
二
里
、
渡
李
王
橋
。
遂
至
洞
山
之
東
麓
。
急
置
行
李
於
呉

氏
先
祠
。
令
僮
覓
炊
店
、
不
得
。
有
呉
姓
者
二
人
至
、
一
爲
余
炊
、
一
爲
贈
燭
遊
洞
。
余
以
魚
公
書
扇
答

之
。
〔
洞
山
者
、
自
龍
門
龕
南
迤
邐
東
來
。
其
石
稜
鋭
紋
疊
。
東
南
山
半
開
二
洞
、
正
瞰
橋
下
。
〕
余
遂

同
靜
聞
西
向
躡
山
。

沿
小
澗
而
上
。
石
皆
峽
蹲
壑
透
、
清
流
漱
之
、
淙
淙
有
聲
。
澗
兩
旁
石
片
踊
出
田
畦
中
、
側
者
成
塍
、

突
者
成
臺
。
竹
樹
透
石
而
出
、
枝
聳
石
上
、
而
不
見
其
根
。
幹
壓
石
巓
而
不
見
其
竇
。
再
上
、
忽
一
大
石

當
澗
而
立
。
端
方
無
倚
、
而
紋
細
如
波
縠
之
旋
風
。
最
爲
靈
異
。
再
上
、
修
竹
中
有
新
建
睢
陽
廟
。
雪
峯

之
龕
在
焉
。
［
一
名
靈
隱
庵
。
］
庵
後
危
壁
倚
空
、
疊
屏
聳
翠
。
屏
之
南
即
明
洞
也
。
如
軒
斯
啓
、
其
外

五
柱
穿
列
、
正
如
四
明
之
分
窗
。
〔
但
四
明
石
色
劣
下
、
不
能
若
此
列
柱
連
巻
也
。
〕
中
有
一
柱
。
上
不

至
簷
、
簷
下
亦
垂
一
石
、
下
不
至
柱
、
上
下
相
對
、
所
不
接
者
不
盈
咫
。
柱
旁
有
樹
高
撐
。
至
簷
端
輒
遜

而
外
曲
。
翠
色
拂
巖
而
上
、
黑
石
得
之
益
章
。
再
南
即
爲
幽
洞
。
二
洞
並
啓
、
中
間
石
壁
、
色
輕
紅
若
桃

花
。
洞
口
高
懸
、
内
若
橋
門
之
覆
空
、
得
呼
聲
輒
傳
響
不
絶
。
蓋
其
内
空
峒
無
底
也
。
廿
丈
之
内
、
忽
一
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轉
而
北
、
一
轉
而
南
。
北
者
爲
乾
洞
。
拾
級
而
上
、
如
登
樓
躡
閣
。
三
十
丈
後
、
又
轉
而
南
、
闢
一
小
閣
、

頗
覺
幽
異
。
南
者
爲
水
洞
。
一
轉
即
仙
田
成
畦
、
塍
界
層
層
。
水
滿
其
中
、
不
流
不
涸
。
人
從
塍
上
曲
折

而
入
。
約
廿
丈
、
忽
聞
水
聲
潺
潺
。
透
一
小
門
而
入
、
見
一
小
溪
自
南
來
。
至
此
破
壑
下
墜
。
宛
轉
無
底
、

但
聞
其
聲
。
循
溪
而
南
、
又
過
一
峽
。
仍
透
小
門
而
入
、
須
從
水
中
行
、
乃
短
衣
去
襪
、
溯
水
躡
流
。
又

三
十
丈
、
中
有
石
＊
１

倒
垂
若
蓮
花
、
下
捲
若
象
鼻
者
。
平
沙
隘
門
、
忽
束
忽
敞
。
〔
正
如
荊
溪
白
鶴
洞
、

而
白
鶴
潛
伏
山
麓
、
得
水
爲
易
、
此
洞
高
闢
山
巓
、
兼
水
尤
奇
耳
。
〕
再
入
、
則
石
洞
既
盡
、
匯
水
一
方
、

水
不
甚
深
。
又
不
知
匯
者
何
來
、
墜
者
何
去
也
。
及
出
洞
、
半
日
之
間
、
已
若
隔
世
。

下
山
、
飯
於
呉
祠
。
乃
溯
南
來
之
溪
、
二
里
至
太
平
橋
。
橋
西
爲
高
氏
、
橋
東
爲
呉
氏
、
亦
李
王
橋
之

呉
氏
之
派
也
、
亦
有
先
祠
甚
宏
暢
。
時
日
色
甚
高
、
因
擔
夫
家
近
、
欲
歸
宿
、
託
言
馬
嶺
無
宿
店
、
遂
止

祠
中
。
是
日
行
僅
三
十
五
里
、
而
所
遊
二
洞
、
以
無
意
得
之
、
豈
不
幸
哉
。
是
晩
風
吼
雲
屯
、
達
旦
而
止
。

●
校
勘

＊
１
石

底
本
に
な
し
。
褚
紹
唐
ら
が
、
「
疑
［
中
有
］
下
脱
［
石
］
字
」
と
す
る
の
に
従
い
、
補
う
。

■
訳
注
の
部

［
そ
の
一
］

●
訓
訳

初
四
日

雞
鳴
に
飯
を
作
り
、
昧
爽
に
西
に
行
く
。

二
里
に
し
て
、
橋
を
過
ぐ
。

折
れ
て
南
す
る
こ
と
又
た
六
里
に
し
て
、
乾
塢
嶺
を
上
る
。
其
の
嶺
甚
だ
坦
夷
な
り
。
蓋
し
於
潛
の
山

は
西
よ
り
來
り
て
過
ぐ
る
脈
な
り
。
東
西
皆
崇
山
峻
嶺
な
る
も
、
獨
り
此
の
峽
の
み
中
ご
ろ
坳
な
り
。
脊

を
過
ぐ
る
の
處
は
止
だ
丈
餘
の
み
に
し
て
、
南
北
は
塍
の
疊
し
て
下
り
、
皆
稻
畦
を
成
す
な
り
。
北
の
流

れ
は
下
圩
橋
に
至
り
、
青
山
よ
り
苕
に
入
る
。
南
の
流
れ
は
沙
宕
に
至
り
、
新
城
よ
り
浙
に
入
る
、
意
は

ざ
り
き
平
陀
の
遂
に
兩
水
を
分
つ
を
。
其
の
山
を
過
ぎ
て
東
し
、
遂
に
天
に
插
し
て
起
つ
、
五
尖
山
と
曰

ふ
。［
五
尖
の
東
北
は
、
即
ち
新
嶺
な
り
。］

其
の
西
の
麓
に
循
ひ
て
、
又
た
五
里
に
し
て
唐
家
橋
を
過
ぐ
れ
ば
、
則
ち
新
城
の
北
界
な
り
。
白
石
崖

山
其
の
南
を
障
し
、
遂
に
水
に
循
ひ
て
西
南
に
行
く
。

五
里
に
し
て
華
龍
橋
た
り
。
水
の
西
の
塢
よ
り
來
り
て
合
す
る
有
り
。

橋
を
過
ぎ
、
南
に
一
小
嶺
を
越
ゆ
。

二
里
に
し
て
沙
宕
に
至
る
。
前
に
一
石
梁
の
澗
を
跨
ぐ
有
り
。
趙
安
橋
と
曰
ふ
。
則
ち
新
城
に
入
る
の

道
な
り
。

橋
の
北
よ
り
西
し
て
一
澗
を
遡
る
。
三
九
山
の
北
麓
に
沿
ひ
て
、
而
し
て
後
葉
塢
に
入
る
。
「
三
九
」

の
名
は
、
東
は
則
ち
趙
安
橋
よ
り
南
し
て
朱
村
に
至
り
、
北
は
則
ち
趙
安
橋
よ
り
西
南
に
し
て
白
粉
牆
に

至
り
、
南
は
則
ち
白
粉
牆
よ
り
東
南
し
て
朱
村
に
至
る
、
三
面
皆
九
里
な
る
を
以
て
な
り
。

後
葉
塢
よ
り
九
里
に
し
て
白
粉
牆
に
至
る
。
三
九
山
北
來
の
脊
た
り
。
其
の
脊
も
亦
た
甚
だ
坦
夷
な
り
。

東
流
す
る
者
は
後
葉
よ
り
趙
安
橋
に
出
で
、
西
流
す
る
者
は
李
王
橋
よ
り
朱
村
に
合
す
、
此
「
三
九
」
の

山
を
名
づ
く
る
所
以
に
し
て
、
亦
た
水
を
以
て
繞
ら
し
て
餘
り
無
き
な
り
。

白
粉
牆
の
西
に
二
里
に
し
て
、
羅
村
橋
た
り
。
水
の
北
よ
り
來
る
有
り
。
路
の
亦
た
岐
し
て
北
す
る
有

り
、
則
ち
新
城
の
道
な
り
。

水
に
循
ひ
て
南
に
行
く
こ
と
里
許
に
し
て
、
鉢
盂
橋
た
り
。
水
の
西
の
か
た
龍
門
龕
よ
り
來
る
有
り
。
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［
龕
に
四
仙
傳
道
嶺
有
り
、
橋
の
西
四
里
に
在
り
、
乃
ち
於
潛
の
境
な
り
。

橋
の
北
よ
り
即
ち
轉
じ
て
東
し
て
、
里
餘
に
し
て
復
た
折
れ
て
南
す
。
其
の
地
は
東
は
三
九
、
西
は
洞

山
た
り
て
、
環
せ
る
塢
の
一
區
た
り
て
、
東
西
皆
に
石
峯
嶙
峋
た
り
。
黑
き
こ
と
漆
を
點
ず
る
が
如
く
、

丹
楓
黄
杏
、
翠
竹
青
松
、
間
錯
す
る
こ
と
繡
の
如
し
。
水
の
壁
を
透
し
て
下
る
者
、
石
を
洗
ひ
て
雪
の
如

し
。
今
は
久
し
く
旱
し
て
溜
無
し
と
雖
も
、
而
も
黑
き
崖
や
白
き
峽
の
、
處
處
匹
練
を
懸
く
る
が
如
し
。

心
に
甚
だ
之
を
異
と
す
。

二
里
に
し
て
、
李
王
橋
を
渡
る
。
遂
に
洞
山
の
東
麓
に
至
る
。
急
ぎ
て
行
李
を
呉
氏
の
先
祠
に
置
く
。

僮
を
し
て
炊
店
を
覓
め
し
む
る
も
、
得
ず
。
呉
姓
な
る
者
二
人
の
至
る
有
り
、
一
は
余
が
た
め
に
炊
ぎ
、

一
は
た
め
に
燭
を
贈
り
洞
に
遊
ば
ん
と
す
。
余

魚
公
の
書
扇
を
以
て
之
に
答
ふ
。
洞
山
な
る
者
は
、
龍

門
龕
の
南
よ
り
迤
邐
し
て
東
に
來
る
。
其
の
石
は
稜
は
鋭
に
し
て
紋
は
疊
た
り
。
東
南
の
山
の
半
ば
に
二

洞
を
開
く
、
正
に
橋
下
を
瞰
る
。
余

遂
に
靜
聞
と
同
に
西
に
向
か
ひ
て
山
を
躡
む
。

●
語
注

○
乾
塢
嶺

今
の
甘
塢
里
だ
ろ
う
。
「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
「
陸
軍
図
・
於
潜
県
治
」
「
同
十
万
分
一

・
余
杭
県
」
に
甘
塢
里
が
あ
り
、BD

・G
E

に
甘
塢
里
村
が
見
え
る
。

○
五
尖
山

「
全
省
輿
図
・
臨
安
県
右
」
と
「
同
・
新
城
県
左
」
に
、
両
県
の
境
に
五
尖
山
が
あ
る
。「
陸

軍
図
・
於
潜
県
治
」
も
同
じ
。

○
唐
家
橋

今
の
塘
家
橋
。
こ
こ
か
ら
新
城
県
（
今
の
新
登
県
）
に
な
る
。
「
全
省
輿
図
・
新
城
県
左
」

「
陸
軍
図
・
於
潜
県
治
」
に
唐
家
橋
が
あ
り
、BD

・G
E

に
は
塘
家
橋
が
見
え
る
。

○
白
石
崖
山

今
の
白
石
村
あ
た
り
だ
ろ
う
。「
陸
軍
図

同
」
に
、
唐
家
橋
の
西
に
、
白
石
駱
が
見
え
、BD

・G
E

に
白
石
村
の
名
が
見
え
る
。

○
華
龍
橋

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
朱
恵
栄
は
今
の
華
龍
で
、
臨
安
県
の
南
隅
と
す
る
。
「
全
省
輿
図
」

やBD

で
は
、
唐
家
橋
の
東
に
「
界
橋
」
を
置
く
。
こ
こ
が
臨
安
県
と
新
城
県
の
境
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
華
龍
を
県
界
と
す
る
朱
恵
栄
の
説
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

○
趙
安
橋

「
清
新
城
県
志
」
巻
三
に
南
新
郷
の
う
ち
と
し
て
趙
安
橋
が
あ
り
、
「
全
省
輿
図
・
新
城
県

左
」「
陸
軍
図
・
於
潜
県
治
」
に
趙
安
橋
が
見
え
る
。B

D

・G
E

に
は
そ
の
名
を
見
な
い
。

○
三
九
山

「
明
新
城
県
志
」
に
「
龍
邱
山
瑞
應
山
三
九
山
鶏
棲
山
千
頃
山
倶
在
縣
西
五
十
里
南
安
郷
」

と
あ
る
。「
全
省
輿
図
・
新
城
県
左
」
「
陸
軍
図
・
於
潜
県
治
」
に
三
九
山
が
見
え
る
。

○
後
葉
塢

「
陸
軍
図
・
於
潜
県
治
」
「
同
十
万
分
一
・
余
杭
県
」
に
後
楊
塢
が
見
え
る
。
朱
恵
栄
は
今

の
後
源
塢
で
、
富
陽
県
の
西
隅
と
す
る
。BD

で
は
下
塘
塢
、G

E

で
は
上
家
塢
が
こ
の
あ
た
り
に
見
え

る
。

○
朱
村

趙
安
橋
・
羅
村
と
三
角
形
を
な
す
も
う
一
つ
の
頂
点
を
、
「
全
省
輿
図

同
」
で
は
万
氏
鎮
、

「
陸
軍
図

同
」
で
は
范
氏
鎮
、BD

・G
E

で
は
万
市
鎮
と
す
る
。

○
白
粉
牆

「
全
省
輿
図
・
新
城
県
右
」
に
白
粉
牆
嶺
が
、BD

に
白
粉
塘
あ
る
。

○
李
王
橋

「
全
省
輿
図
・
新
城
県
左
」
に
李
王
橋
が
あ
る
が
、
徐
霞
客
の
い
う
位
置
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
あ
る
い
は
徐
霞
客
が
別
の
橋
と
こ
の
李
王
橋
と
を
取
り
違
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
羅
村
橋

今
の
羅
宅
村
。「
清
新
城
県
志
」
巻
一
に
南
安
郷
の
う
ち
と
し
て
「
羅
宅
村
」
が
あ
る
。
「
全

省
輿
図
・
新
城
県
右
」「
陸
軍
図
・
於
潜
県
治
」「
陸
軍
五
十
万
図
・
蕪
湖
」
に
羅
宅
橋
が
、BD

・G
E

に

羅
宅
村
が
見
え
る
。

○
龍
門
龕

「
陸
軍
図
・
於
潜
県
治
」
やBD

・G
E

に
、
羅
宅
橋
の
西
に
龍
門
橋
が
あ
る
。
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○
今
雖
久
旱
無
溜
…
朱
恵
栄
は
「
流
れ
が
涸
れ
て
い
て
水
気
が
ま
っ
た
く
な
い
」
と
訳
す
が
、
直
前
の
記

述
か
ら
は
そ
う
は
取
り
が
た
い
。
や
や
苦
し
い
訳
だ
が
、
少
し
は
水
気
が
あ
る
よ
う
に
解
し
た
。

○
洞
山

洞
山
あ
る
い
は
仙
洞
山
。
「
清
新
城
県
志
」
県
境
図
に
南
安
郷
の
う
ち
と
し
て
、
洞
山
が
見
え

る
。
「
全
省
輿
図
・
新
城
県
右
」
に
は
仙
洞
山
が
見
え
、
「
陸
軍
図

同
前
」
は
楓
樹
塢
と
表
記
、
「
陸
軍

五
十
万
図
・
蕪
湖
」
に
は
洞
橋
頭
と
記
す
。
「
清
新
城
県
志
」
に
は
洞
下
村
、BD

に
は
洞
山
背
、
洞
山

洞
が
見
え
る
。

○
二
洞

洞
山
の
洞
は
、
霊
隠
洞
と
い
う
。
文
献
等
は
後
述
。

●
口
語
訳

［
四
日
］

夜
明
け
に
食
事
を
作
り
、
黎
明
に
西
に
出
発
す
る
。

二
里
で
橋
を
過
ぎ
る
。

そ
こ
を
南
に
折
れ
、
さ
ら
に
ま
た
六
里
で
乾
塢
嶺
を
上
っ
て
い
く
。
こ
の
山
路
は
甚
だ
平
坦
で
あ
る
。

思
う
に
、
於
潛
県
の
山
々
は
西
か
ら
や
っ
て
く
る
山
脈
で
あ
る
。
東
西
に
は
高
峻
な
山
嶺
が
あ
る
が
、
た

だ
こ
の
あ
た
り
は
峡
谷
と
な
っ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
山
の
背
を
越
え
る
あ
た
り
も
一
丈
ば
か
り
の
巾
し

か
な
い
が
、
南
北
両
面
に
は
棚
田
が
重
な
り
あ
っ
て
広
が
っ
て
お
り
、
水
田
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
北
へ
の
流
れ
は
下
圩
橋
に
到
り
、
青
山
鎮
か
ら
苕
渓
に
注
ぐ
。
南
へ
の
流
れ
は
沙
宕
に
到
り
、
新
城
県

か
ら
銭
塘
江
に
注
ぐ
。
こ
ん
な
低
い
丘
が
分
水
嶺
と
な
っ
て
い
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
山

脈
は
更
に
東
に
進
み
、
つ
い
に
は
天
に
向
か
っ
て
突
き
立
つ
よ
う
な
、
五
尖
山
と
な
る
。
［
自
注
１
］

五
尖
山
の
西
麓
沿
い
に
進
み
、
さ
ら
に
五
里
で
唐
家
橋
を
過
ぎ
る
と
、
新
城
県
の
北
の
境
域
で
あ
る
。

［
浙
江
杭
州
府
新
城
県
域
］

《
７
》
洞
山

白
い
石
の
崖
が
南
に
壁
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
お
り
、そ
こ
で
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
西
南
に
進
む
。

五
里
で
華
龍
橋
で
あ
る
。
西
の
塢
か
ら
流
れ
て
き
て
こ
こ
で
合
流
す
る
川
が
あ
る
。

橋
を
渡
り
、
南
へ
小
さ
な
峠
を
一
つ
越
え
る
。

二
里
で
沙
宕
に
到
る
。
前
に
石
橋
が
ひ
と
つ
あ
り
、
川
を
跨
い
で
い
る
。
趙
安
橋
と
い
う
。
こ
こ
を
渡

れ
ば
、
新
城
へ
向
か
う
道
で
あ
る
。

（
し
か
し
渡
ら
ず
）
橋
の
北
を
西
に
、
小
川
を
遡
っ
て
進
む
。
三
九
山
の
北
麓
に
沿
っ
て
進
み
、
後
葉
塢

に
入
る
。
「
三
九
」
と
い
う
名
は
、
山
の
東
側
を
趙
安
橋
か
ら
南
へ
下
る
と
朱
村
に
至
り
、
北
側
を
趙
安

橋
か
ら
西
南
に
行
け
ば
白
粉
牆
に
至
り
、
南
側
を
白
粉
牆
か
ら
東
南
に
行
け
ば
朱
村
に
至
る
。
こ
の
三
面

の
道
の
り
が
、
い
ず
れ
も
九
里
だ
か
ら
の
命
名
で
あ
る
。

後
葉
塢
よ
り
九
里
で
白
粉
牆
に
至
る
。
こ
の
あ
た
り
は
三
九
山
か
ら
北
へ
延
び
た
山
嶺
で
あ
る
。
た
だ

そ
の
山
嶺
も
と
て
も
平
坦
で
あ
る
。
東
の
流
れ
は
後
葉
塢
か
ら
趙
安
橋
に
出
、
西
の
流
れ
は
李
王
橋
か
ら

朱
村
に
流
れ
、
そ
こ
で
合
流
す
る
。
こ
れ
も
「
三
九
」
と
い
う
山
名
の
由
来
で
あ
り
、
水
流
が
山
を
あ
ま

す
と
こ
ろ
な
く
廻
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

白
粉
牆
の
西
に
二
里
で
羅
村
橋
が
あ
る
。
北
か
ら
流
れ
て
く
る
川
が
あ
る
。
枝
分
か
れ
し
て
北
へ
向
か

う
道
も
あ
る
、
こ
れ
も
新
城
県
へ
至
る
道
で
あ
る
。

川
沿
い
に
南
に
一
里
程
行
く
と
、
鉢
盂
橋
で
あ
る
。
西
の
龍
門
龕
か
ら
流
れ
て
く
る
川
が
あ
る
。
龕
に

は
四
仙
傳
道
嶺
が
あ
り
、
鉢
盂
橋
の
西
に
四
里
の
所
に
在
る
。
そ
こ
が
於
潛
県
と
の
境
で
あ
る
。

橋
の
北
か
ら
東
に
転
じ
、
一
里
ほ
ど
で
南
に
折
れ
る
。
こ
こ
は
東
が
三
九
山
、
西
が
洞
山
で
、
円
形
の
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山
塢
を
形
成
し
て
お
り
、
東
西
に
は
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
山
が
見
え
る
。
そ
の
石
の
黒
さ
は
漆
を
塗
っ
た
よ

う
で
、
そ
の
間
に
赤
い
楓
や
黄
色
い
銀
杏
、
さ
ら
に
緑
な
す
竹
や
松
が
ま
じ
り
、
彩
絹
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
中
で
岩
壁
か
ら
浸
み
だ
し
た
滝
が
、
雪
の
よ
う
に
白
く
な
り
、
石
を
洗
っ
て
落
ち
て
い
る
。
現
在
は

水
流
が
乏
し
く
滞
留
す
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
が
、
黒
い
崖
や
白
い
渓
谷
が
、
あ
ち
こ
ち
に
練
り
絹
を
懸

け
た
よ
う
に
見
え
る
。
私
は
す
ば
ら
し
い
景
勝
で
あ
る
と
感
心
し
た
。

二
里
で
李
王
橋
を
渡
る
。
つ
い
に
洞
山
の
東
麓
に
達
し
た
。
急
い
で
荷
物
を
呉
氏
の
先
祖
を
祭
る
祠
に

預
け
る
。
召
使
い
に
食
事
の
で
き
る
店
を
探
さ
せ
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。
す
る
と
二
人
の
呉
姓
の
人
達
が

来
て
、
ひ
と
り
は
食
事
の
し
た
く
を
し
て
く
れ
、
も
う
ひ
と
り
は
灯
火
を
用
意
し
て
洞
窟
に
案
内
し
よ
う

と
し
て
く
れ
た
。
私
は
魚
公
が
書
い
た
扇
を
お
返
し
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
洞
山
は
、
龍
門
龕
の
南
か
ら

う
ね
う
ね
と
東
に
伸
び
た
も
の
。
そ
の
石
質
は
角
が
尖
り
、
重
な
り
あ
う
紋
が
あ
る
。
東
南
の
山
の
半
ば

に
ふ
た
つ
の
洞
が
口
を
開
け
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
李
王
橋
の
下
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
そ
の
ま

ま
静
聞
君
と
一
緒
に
西
に
向
か
っ
て
山
を
登
っ
た
。

［
自
注
１
］
五
尖
山
に
東
北
が
、
新
嶺
で
あ
る
。

［
そ
の
二
］

●
訓
訳

小
澗
を
沿
ひ
て
上
る
。
石
は
皆

峽
に

蹲

り
壑
を
透
る
が
ご
と
く
に
し
て
、
清
流
之
に
漱
ぎ
、
淙
淙

う
づ
く
ま

と
ほ

と
し
て
聲
有
り
。
澗
の
兩
旁
の
石
片
、
踊
り
出
づ
る
こ
と
田
畦
の
中
よ
り
す
る
が
ご
と
く
、
側
け
る
者
は
塍う

ね

を
成
し
、
突
せ
る
者
は
臺
を
成
す
。
竹
樹
石
を
透
し
て
出
で
、
枝
は
石
の
上
に
聳
え
、
而
し
て
其
の
根
を

見
ず
。
幹
は
石
巓
を
壓
し
、
而
し
て
其
の
竇
を
見
ず
。

再
び
上
る
に
、
忽
ち
一
大
石
の
澗
に
當
り
て
立
つ
。
端
方
に
し
て
倚
る
無
く
、
而
し
て
紋
細
は
波
縠
の

よ

旋
風
の
如
し
。
最
も
靈
異
た
り
。

再
び
上
る
に
、
修
竹
の
中
に
新
た
に
建
て
る
睢
陽
廟
有
り
。
雪
峯
の
龕

焉
に
在
り
。
［
一
に
靈
隱
庵

と
名
す
。］
庵
の
後
は
危
壁
空
に
倚
り
、
疊
屏
聳
翠
た
り
。

屏
の
南
は
即
ち
明
洞
な
り
。
軒
の
斯
に
啓
く
が
如
く
、
其
の
外
は
五
柱
穿
列
し
、
正
に
四
明
の
分
窗
の

如
し
。
但
だ
四
明
は
石
の
色
劣
下
に
し
て
、
此
の
列
柱
の
連
巻
た
る
が
若
き
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
中
に

一
柱
有
り
。
上
は
簷
に
至
ら
ず
、
簷
の
下
に
も
亦
た
一
石
を
垂
れ
、
下
は
柱
に
至
ら
ず
。
上
下
相
い
對
し
、

接
せ
ざ
る
者
咫
に
盈
た
ず
。
柱
の
旁
に
樹
の
高
く
撐
ふ
る
有
り
。
簷
の
端
に
至
れ
ば
輒
ち
遜
し
て
外
曲
す
。

さ
さ

翠
色
巖
を
拂
ひ
て
上
り
、
黑
石
之
を
得
て
益
々
章
か
な
り
。

あ
き
ら

再
び
南
す
れ
ば
即
ち
幽
洞
た
り
。
二
洞
並
び
啓
き
、
中
間
の
石
壁
は
、
色
は
輕
紅
に
し
て
桃
花
の
若
し
。

洞
口
は
高
懸
に
し
て
、
内
は
橋
門
の
空
に
覆
く
が
若
し
、
呼
聲
あ
れ
ば
輒
ち
傳
響
し
て
絶
え
ざ
る
を
得
。

か
た
む

蓋
し
其
の
内
は
空
峒
に
し
て
無
底
な
ら
ん
。

廿
丈
の
内
に
て
、
忽
ち
一
轉
し
て
北
し
、
一
轉
し
て
南
す
。

北
な
る
者
は
乾
洞
た
り
。
級
を
拾
ひ
て
上
る
こ
と
、
樓
に
登
り
閣
を
躡
む
が
如
し
。
三
十
丈
の
後
に
し

て
、
又
た
轉
じ
て
南
す
れ
ば
、
一
小
閣
を
闢
く
、
頗
る
幽
異
を
覺
ゆ
。

南
な
る
者
は
水
洞
た
り
。
一
轉
し
て
、
即
ち
仙
田

畦
を
成
し
、
塍
界
層
層
た
り
。
水

其
の
中
に
滿

ち
、
流
れ
ず
涸
れ
ず
。
人
は
塍
の
上
よ
り
曲
折
し
て
入
る
。
約
廿
丈
に
し
て
、
忽
ち
水
聲
の
潺
潺
た
る
を

聞
く
。
一
小
門
を
透
し
て
入
る
に
、
一
小
溪
の
南
よ
り
來
り
、
此
に
至
り
て
壑
を
破
り
て
下
り
墜
つ
る
を

見
る
。
宛
轉
と
し
て
底
無
く
、
但
だ
其
の
聲
を
聞
く
の
み
。
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溪
に
循
ひ
て
南
し
、
又
た
一
峽
を
過
ぐ
。
小
門
を
透
し
て
入
る
に
仍
り
て
、
須
ら
く
水
の
中
よ
り
行
く

よ

べ
し
、
乃
ち
衣
を
短
か
く
し
襪
を
去
り
、
水
を
溯
り
て
流
れ
を
躡
む
。

又
た
三
十
丈
に
し
て
、
中
に
石
の
倒
垂
せ
る
こ
と
蓮
花
の
若
く
、
下
は
捲
き
て
象
の
鼻
の
若
き
者
有
り
。

平
ら
な
沙
と
隘
き
門
と
あ
り
、
忽
ち
束
し
忽
ち
敞
せ
り
。
正
に
荊
溪
の
白
鶴
洞
の
如
く
に
し
て
、
而
も
白

鶴
は
山
麓
に
潛
伏
し
て
、
水
を
得
る
こ
と
易
し
と
な
す
。
此
の
洞
は
山
巓
に
高
く
闢
き
て
水
を
兼
ぬ
。
尤

も
奇
な
る
の
み
。

再
び
入
れ
ば
、
則
ち
石
洞
既
に
盡
き
、
水
を
一
方
に
匯
め
、
水
は
甚
だ
し
く
は
深
か
ら
ず
。
又
た
匯
ま

あ
つ

る
者
何
れ
よ
り
來
た
り
、
墜
つ
る
者
何
れ
に
去
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

洞
を
出
づ
る
に
及
び
、
半
日
の
間
に
し
て
、
已
に
世
を
隔
た
る
が
若
し
。

●
語
注

○
睢
陽
廟

睢
陽
は
河
南
省
の
県
。
張
巡
と
い
う
男
が
い
て
、
安
録
山
の
乱
に
際
し
、
睢
陽
城
に
籠
も
っ

て
賊
軍
と
戦
い
、
戦
死
し
た
。
彼
を
褒
め
称
え
て
「
睢
陽
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
張
巡

を
祭
っ
た
廟
か
。
「
清
新
城
県
志
」
巻
八
に
張
瓚
撰
「
遊
靈
隱
洞
」
と
い
う
文
を
収
録
す
る
が
、
そ
こ
で

も
「
踰
層
崖
、
歴
睢
陽
公
祠
、
度
約
略
曲
折
以
上
、
纔
至
洞
口
」
と
あ
る
。

○
靈
隱
菴

「
清
新
城
県
志
」
に
「
靈
隱
菴
、
在
南
安
郷
洞
山
上
」
と
あ
る
。

○
明
洞
・
幽
洞

洞
山
の
洞
は
霊
隠
洞
と
い
う
。「
明
新
城
県
志
」「
清
新
城
県
志
」
巻
二
に
「
靈
隱
洞
、

在
縣
西
六
十
里
南
安
郷
。
高
可
十
丈
、
闊
五
丈
。
深
不
可
測
。
中
分
二
洞
。
一
有
水
、
清
淺
可
玩
。
洞
盡

處
又
有
口
、
如
甕
水
。
音
澎
湃
、
其
聲
不
絶
。
一
無
水
。
洞
上
石
乳
滴
成
如
鎚
劔
」
と
あ
る
。
前
注
の
「
遊

靈
隱
洞
」
に
訪
問
記
録
が
あ
る
。

○
橋
門
之
覆
空

い
ま
ひ
と
つ
ぴ
ん
と
来
な
い
。
朱
恵
栄
は
「
傾
覆
的
橋
門
」
と
訳
す
。
橋
門
に
は
古
代

の
太
学
の
施
設
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
閘
門
（
川
の
水
の
取
り
入
れ
口
）
の
こ
と
か
。

○
中
有
一
柱
～
所
不
接
者
不
盈
咫

下
か
ら
成
長
す
る
石
筍
と
上
か
ら
延
び
る
鍾
乳
石
と
が
接
近
し
、
し

か
し
石
柱
を
成
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
様
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
か
。

○
仙
田
成
畦

リ
ム
ス
ト
ー
ン
（
畦
石
）
で
し
き
ら
れ
た
リ
ム
プ
ー
ル
が
、
階
段
状
を
な
し
て
い
る
様
を

描
い
た
も
の
で
は
な
い
か
。

○
荊
溪

江
蘇
省
南
部
の
川
。
宜
興
を
経
て
太
湖
に
注
ぐ
。

●
口
語
訳

小
さ
な
渓
流
に
沿
っ
て
登
る
。
そ
の
石
は
峡
谷
に
蹲
っ
た
り
、
崖
か
ら
飛
び
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、

そ
こ
に
清
流
が
注
ぎ
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
立
て
て
い
る
。
渓
流
の
両
岸
に
踊
り
出
で
て
い
る
石
片
は
ま
る

で
田
畑
の
畦
の
よ
う
で
、
斜
め
に
立
っ
て
い
る
も
の
は
畦
の
よ
う
で
、
突
起
し
て
い
る
も
の
は
平
ら
な
台

の
よ
う
で
あ
る
。
竹
が
石
の
中
か
ら
生
え
て
い
て
、
枝
は
石
の
上
に
聳
え
て
い
る
の
に
、
根
の
部
分
は
見

え
な
い
。
そ
の
幹
は
岩
の
頂
を
覆
は
ん
ば
か
り
で
、
隙
間
も
見
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

（
し
ば
ら
く
見
物
し
た
後
）
再
び
登
攀
を
開
始
す
る
と
、
忽
然
と
し
て
大
き
な
岩
が
渓
流
を
塞
ぐ
よ
う
に

立
っ
て
い
る
。
ま
っ
す
ぐ
す
っ
き
り
と
独
立
し
て
い
て
、
表
面
に
あ
る
微
細
な
石
紋
は
風
に
吹
か
れ
て
波

打
つ
縮
緬
の
よ
う
で
あ
る
。
霊
妙
奇
異
の
極
み
で
あ
る
。

（
し
ば
ら
く
鑑
賞
し
た
後
）
再
び
登
れ
ば
、
丈
の
長
い
竹
藪
の
中
に
、
新
築
の
睢
陽
廟
が
あ
っ
た
。
雪
峯

を
ま
つ
る
石
室
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
［
自
注
１
］
庵
の
後
ろ
は
切
り
立
っ
た
岩
壁
が
空
に
向
か
い
、
屏
風

の
よ
う
に
重
な
り
あ
っ
て
青
々
と
聳
え
て
い
る
。



- 34 -

そ
の
屏
風
の
南
が
明
洞
で
あ
る
。
楼
閣
の
軒
が
そ
こ
で
開
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
外
に
は
五
本
の
脊

柱
が
突
き
立
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
四
明
山
の
「
分
窗
」
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
四
明
山
の
も
の
は
石

の
色
が
や
や
劣
っ
て
お
り
、
こ
こ
の
石
柱
が
巻
く
よ
う
に
ま
が
っ
て
い
る
の
に
は
及
ば
な
い
。
そ
の
中
の

一
本
は
、
上
に
伸
び
て
い
る
が
軒
の
庇
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
庇
か
ら
も
石
が
垂
れ
て
い
る
が
下
の
柱
ま

で
は
至
っ
て
い
な
い
。
上
下
に
あ
い
対
し
て
い
て
、
そ
の
隙
間
は
二
十
㌢
以
下
し
か
な
い
。
石
柱
の
そ
ば

に
一
本
の
樹
木
が
有
り
、
す
っ
く
と
高
く
生
え
て
い
る
。
上
の
洞
窟
の
庇
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ぐ

に
外
に
曲
が
っ
て
い
る
。
そ
の
木
の
緑
は
巌
を
覆
い
、
黒
い
岩
肌
と
映
え
合
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
南
に
、
幽
洞
が
あ
る
。
こ
の
二
洞
は
並
ん
で
口
を
開
け
て
お
り
、
そ
の
中
間
の
岩
肌
は
、
桃
の
花

の
よ
う
な
淡
い
紅
色
を
し
て
い
る
。
洞
口
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
入
り
口
は
閘
門
が
空
に
向
か
っ

て
傾
い
て
い
る
か
の
よ
う
。
洞
内
に
向
け
て
呼
声
を
発
す
る
と
、
ず
っ
と
響
い
て
い
て
な
か
な
か
消
え
な

い
。
お
そ
ら
く
そ
の
中
は
空
洞
で
、
底
な
し
に
続
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
さ
ら
に
進
み
）
二
十
丈
も
行
か
な
い
う
ち
に
、
た
ち
ま
ち
北
へ
南
へ
と
一
転
し
て
い
る
。

北
は
乾
い
た
洞
が
あ
る
。
石
段
を
登
る
が
、
ま
る
で
楼
閣
を
踏
み
上
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
三
十
丈
で
、

ま
た
南
に
転
じ
、
一
軒
の
小
さ
な
楼
閣
が
あ
っ
た
。
奥
深
い
静
け
さ
を
感
じ
る
。

南
は
水
を
湛
え
た
洞
が
あ
る
。
水
は
ひ
と
め
ぐ
り
す
る
と
、
す
ぐ
に
仙
人
の
水
田
を
な
し
、
畦
が
何
層

に
も
整
っ
て
い
る
。
水
が
水
田
に
満
ち
満
ち
て
お
り
、
外
に
漏
れ
出
る
こ
と
も
な
く
、
か
つ
干
上
が
る
こ

と
も
な
い
。
人
は
畦
を
踏
ん
で
曲
が
り
な
が
ら
洞
に
入
る
。
お
よ
そ
二
十
丈
進
む
と
、
忽
然
と
し
て
滔
々

と
し
た
水
音
が
聞
こ
え
る
。
小
さ
な
門
を
く
ぐ
っ
て
進
む
と
、
一
本
の
小
川
が
南
か
ら
流
れ
て
き
て
、
こ

こ
に
至
っ
て
谷
を
突
き
破
っ
て
流
れ
落
ち
て
い
る
の
が
見
え
る
。
ぐ
る
ぐ
る
廻
っ
て
落
ち
て
い
て
、
底
が

見
え
ず
、
た
だ
水
音
を
聞
く
の
み
で
あ
る
。

渓
流
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
ま
た
峡
谷
を
ひ
と
つ
越
え
る
。
先
に
は
小
さ
な
門
を
く
ぐ
っ
て
入
っ
た
の

で
、
（
さ
ら
に
進
む
た
め
に
は
）
水
の
中
を
通
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
上
衣
を
引
っ
張

り
上
げ
、
ズ
ボ
ン
は
脱
い
で
し
ま
い
、
流
れ
に
入
っ
て
遡
っ
て
い
く
。

ま
た
三
十
丈
ほ
ど
で
、
渓
流
の
中
に
鍾
乳
石
が
生
え
て
お
り
、
蓮
華
の
よ
う
に
倒
れ
か
か
り
、
そ
の
先

端
が
象
の
鼻
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
平
ら
な
砂
地
と
狭
い
門
口
と
が
次
々
と
連
続
し
、
狭
ま

っ
た
と
思
っ
た
ら
広
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
荊
渓
の
白
鶴
洞
の
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
白
鶴
洞
は

山
の
麓
に
潜
ん
で
い
る
の
で
、
水
を
得
る
の
も
容
易
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
洞
窟
は
、
山
の
頂
に
高
く
口

を
開
け
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
水
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
本
当
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
進
む
と
、
洞
窟
は
お
し
ま
い
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
水
が
集
ま
り
湛
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
ほ
ど
深
く
は
な
か
っ
た
。
ま
た
集
ま
っ
て
い
る
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
流
れ
落
ち
て
い
る
の
か

は
分
か
ら
な
い
。

洞
窟
を
出
る
と
、
半
日
の
間
に
何
十
年
も
た
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

［
自
注
１
］
そ
こ
は
ま
た
霊
隠
庵
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

［
そ
の
三
］

●
訓
訳

山
を
下
り
、
呉
祠
に
飯
す
。

乃
ち
南
來
の
溪
を
遡
り
、
二
里
に
し
て
太
平
橋
に
至
る
。
橋
の
西
は
高
氏
た
り
、
橋
の
東
は
呉
氏
た
り
。

亦
た
李
王
橋
の
呉
氏
の
派
な
ら
ん
。
亦
た
先
祠
有
り
、
甚
だ
宏
暢
な
り
。



- 35 -

時
に
日
色
甚
だ
高
き
も
、
擔
夫
の
家
の
近
く
、
宿
に
歸
ら
ん
と
欲
し
、
馬
嶺
に
宿
店
無
か
ら
ん
と
託
言

す
る
に
因
り
て
、
遂
に
祠
中
に
止
ま
る
。

是
の
日
は
行
く
こ
と
僅
に
三
十
五
里
な
る
も
、
而
も
遊
ぶ
所
の
二
洞
は
、
無
意
を
以
て
之
を
得
た
り
。

豈
に
不
幸
な
ら
ん
や
。

是
の
晩
風
吼
へ
雲
屯
し
、
旦
に
達
し
て
止
む
。

●
語
注

○
太
平
橋

今
も
同
じ
。
「
陸
軍
図
・
於
潜
県
治
」
・BD

・G
E

に
も
見
え
る
。

○
馬
嶺

今
も
同
じ
。
新
城
県
と
於
潜
県
と
の
境
を
な
す
峠
道
。
「
清
新
城
県
志
」
県
境
図
に
、
南
安
郷

の
う
ち
と
し
て
、
馬
嶺
が
見
え
る
。

●
口
語
訳

洞
山
を
下
り
、
呉
氏
の
祠
で
食
事
を
取
る
。

さ
ら
に
南
か
ら
来
て
い
る
渓
流
を
遡
り
、
二
里
で
太
平
橋
に
至
る
。
こ
の
橋
の
西
側
に
は
高
姓
の
人
が

住
み
、
東
側
に
は
呉
姓
の
人
が
住
ん
で
い
る
。
彼
ら
も
ま
た
李
王
橋
の
呉
姓
の
人
々
の
一
派
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
も
ま
た
先
祖
を
祭
る
祠
が
あ
り
、
と
て
も
広
々
と
し
て
い
る
。

そ
の
頃
は
、
ま
だ
太
陽
が
天
空
に
あ
っ
た
が
、
担
夫
の
家
が
近
く
で
、
帰
っ
て
休
み
た
い
と
い
う
し
、

馬
嶺
あ
た
り
に
は
宿
泊
で
き
る
と
こ
ろ
も
な
さ
そ
う
な
の
で
、
そ
の
祠
に
止
宿
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
日
は
、
進
ん
だ
距
離
は
わ
ず
か
三
十
五
里
で
あ
っ
た
が
、
遊
覧
し
た
二
つ
の
洞
窟
は
、
ど
ち
ら
も

予
定
外
の
も
の
で
（
す
ば
ら
し
い
も
の
で
）
あ
っ
た
。
誠
に
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

晩
は
風
が
吼
え
る
よ
う
に
吹
き
荒
れ
て
雲
が
垂
れ
込
め
て
い
た
が
、
明
け
方
に
な
っ
て
風
は
や
ん
だ
。

◆
太
平
橋
の
祠
に
泊
。

［
十
月
五
日
］

＊
概
要
：
朝
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
発
覚
。
こ
れ
ま
で
付
き
従
っ
て
い
た
担
夫
が
逃
亡
し
て
い
た
の
だ
。
よ
う

や
く
替
わ
り
を
見
つ
け
出
発
。
馬
嶺
を
越
え
、
於
潜
県
に
入
る
。
輿
轎
で
西
南
に
下
り
、
応
渚
埠
（
今
の

印
渚
鎮
）
の
や
や
北
で
、
船
に
乗
る
。
分
水
江
を
下
り
、
す
ぐ
に
厳
州
府
分
水
県
に
入
る
。
当
初
徐
霞
客

は
、
分
水
県
城
か
ら
西
へ
八
十
里
の
淳
安
へ
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
荷
物
を
担
ぐ
担
夫
が
逃

亡
し
て
し
ま
い
、
陸
行
は
不
便
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
断
念
。
舟
行
で
分
水
江
を
進
み
、
一
気
に
富

春
江
と
合
流
す
る
桐
廬
ま
で
下
る
こ
と
と
し
た
。
厳
州
府
桐
廬
県
に
入
り
、
夜
半
に
桐
廬
県
城
に
到
着
。

船
中
泊
。

■
本
文
の
部

初
五
日

雞
再
鳴
、
令
僮
起
炊
。
炊
熟
而
歸
宿
之
擔
夫
至
。
長
隨
夫
王
二
已
逃
矣
。
飯
後
又
轉
覓
一
夫
、

久
之
後
行
。
南
二
里
、
上
馬
嶺
、
約
里
許
達
其
巓
。〔
嶺
以
北
屬
新
城
、
水
亦
出
新
城
。
嶺
南
則
屬
於
潛
、

縣
在
其
西
北
五
十
里
、
水
由
應
渚
埠
出
分
水
縣
。
〕
下
馬
嶺
、
南
二
里
爲
内
楮
村
塢
。
又
一
里
爲
外
楮
村

塢
、
從
此
而
南
、
家
家
以
楮
爲
業
。
隨
山
塢
西
南
七
里
、
過
兌
口
橋
。
岐
分
南
北
。
〔
北
達
於
潛
、
可
四

十
里
。
〕
南
抵
應
渚
埠
、
十
八
里
。
兌
口
之
水
北
自
於
潛
、
馬
嶺
之
水
東
來
、
合
而
南
去
、
路
亦
隨
之
。
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八
里
、
過
板
橋
。
橋
下
水
自
西
塢
來
、
與
前
水
合
。
〔
溯
水
西
走
、
路
可
達
於
潛
及
昌
化
。
〕
又
南
五
里

爲
保
安
坪
。
又
一
里
爲
玉
澗
橋
、
［
橋
甚
新
整
、
居
市
亦
盛
。
又
名
排
石
。
］
山
始
大
開
。
又
東
二
里
、

止
於
唐
家
拱
。
其
地
在
應
渚
埠
北
二
里
、
原
無
市
肆
。
擔
夫
以
、
應
埠
之
舟
下
桐
廬
者
、
必
北
曲
而
經
此
。

遂
止
於
溪
畔
。
久
之
得
桐
廬
舟
。
〔
蓋
應
渚
埠
爲
於
潛
南
界
、
溪
之
南
即
隸
分
水
。
於
潛
之
水
北
經
玉
澗

橋
、
昌
化
之
水
西
自
麻
汊
埠
、
倶
會
於
應
渚
、
而
水
勢
始
大
。
顧
玉
澗
橋
而
上
、
已
不
勝
舟
。
麻
汊
埠
而

上
、
小
舟
直
抵
昌
化
。
於
潛
水
固
不
敵
昌
化
也
。
〕
時
日
已
中
、
無
肆
覓
米
。
欲
覓
之
應
埠
、
而
舟
不
能

待
、
遂
趁
之
行
。
下
舟
東
南
行
十
里
、
爲
分
水
縣
。
縣
在
溪
之
西
。
分
水
原
止
一
水
東
南
去
。
其
西
雖
山

勢
豁
達
、
惟
陸
路
八
十
里
達
於
淳
安
。
余
初
欲
從
之
行
、
爲
王
奴
遁
去
、
不
便
於
陸
、
仍
就
水
道
、
反
向

東
南
行
矣
。
去
分
水
東
南
二
十
里
爲
鋪
頭
。
又
十
里
爲
焦
山
、
居
市
頗
盛
。
已
暮
、
不
能
買
米
、
借
舟
人

餘
米
而
炊
。
舟
子
順
流
夜
槳
。
五
十
里
、
舊
縣
。
夜
過
半
矣
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
五
日

雞
再
鳴
に
、
僮
を
し
て
起
し
炊
が
し
む
。
炊
熟
し
て
而
し
て
宿
に
歸
る
の
擔
夫
至
る
。
長
く

隨
へ
る
夫
の
王
二

已
に
逃
ぜ
り
。

飯
の
後
、
又
た
轉
し
て
一
夫
を
覓
め
、
之
を
久
し
く
し
て
後
に
行
く
。

南
に
二
里
に
し
て
、
馬
嶺
に
上
る
。
約
里
許
に
し
て
其
の
巓
に
達
す
。
嶺
以
北
は
新
城
に
屬
す
、
水
も

亦
た
新
城
に
出
づ
。
嶺
の
南
は
則
ち
於
潛
に
屬
す
、
縣
は
其
の
西
北
五
十
里
に
在
り
、
水
は
應
渚
埠
よ
り

分
水
縣
に
出
づ
。

馬
嶺
を
下
り
、
南
に
二
里
に
し
て
内
楮
村
塢
た
り
。

又
た
一
里
に
し
て
外
楮
村
塢
た
り
。
此
よ
り
し
て
南
は
、
家
家
楮
を
以
て
業
と
な
す
。

山
塢
に
隨
ひ
て
西
南
に
七
里
に
し
て
、
兌
口
橋
を
過
ぐ
。
岐
南
北
に
分
か
る
。
北
は
於
潛
に
達
す
、
四

十
里
な
る
べ
し
。
南
は
應
渚
埠
に
抵
る
、
十
八
里
な
り
。
兌
口
の
水
は
北
の
か
た
於
潛
よ
り
し
、
馬
嶺
の

水
は
東
よ
り
來
り
、
合
し
て
南
に
去
る
、
路
も
亦
た
之
に
隨
ふ
。

八
里
に
し
て
、
板
橋
を
過
ぐ
。
橋
の
下
の
水
は
西
の
塢
よ
り
來
り
、
前
水
と
合
す
。
水
を
溯
り
て
西
に

走
れ
ば
、
路

於
潛
及
び
昌
化
に
達
す
べ
し
。

又
た
南
に
五
里
に
し
て
保
安
坪
た
り
。

又
た
一
里
に
し
て
玉
澗
橋
た
り
、
［
橋
は
甚
だ
新
整
に
し
て
、
居
市
も
亦
た
盛
な
り
。
又
た
排
石
と
名

す
。］
山
始
め
て
大
い
に
開
く
。

又
た
東
に
二
里
に
し
て
、
唐
家
拱
に
止
ま
る
。
其
の
地
は
應
渚
埠
の
北
二
里
に
在
り
、
原
よ
り
市
肆
無

し
。
擔
夫
以
ふ
、
應
埠
の
舟
の
桐
廬
に
下
る
者
は
、
必
ず
北
に
曲
り
て
此
を
經
る
と
。
遂
に
溪
の
畔
に
止

い

ま
る
。
之
を
久
し
く
し
て
桐
廬
の
舟
を
得
。
蓋
し
應
渚
埠
は
於
潛
の
南
界
た
り
て
、
溪
の
南
は
即
ち
分
水

に
隷
す
。
於
潛
の
水
は
北
の
か
た
玉
澗
橋
を
經
、
昌
化
の
水
は
西
の
か
た
麻
汊
埠
よ
り
し
、
倶
に
應
渚
に

會
す
、
而
し
て
水
勢
始
め
て
大
な
り
。
顧
だ
玉
澗
橋
よ
り
上
は
、
已
に
舟
に
勝
へ
ず
。
麻
汊
埠
よ
り
上
は
、

た

小
舟
に
て
直
ち
に
昌
化
に
抵
る
、
於
潛
の
水
は
固
よ
り
昌
化
に
敵
せ
ざ
る
な
り
。

時
に
日

已
に
中
す
も
、
肆
の
米
を
覓
む
る
無
し
。
之
を
應
埠
に
覓
め
ん
と
欲
す
る
も
、
而
も
舟
は
待

つ
能
は
ず
、
遂
に
之
に
趁
き
て
行
く
。

舟
に
下
り
て
東
南
に
行
く
こ
と
十
里
に
し
て
、
分
水
縣
た
り
。
縣
は
溪
の
西
に
在
り
。
分
水
は
原
よ
り

一
水
の
東
南
に
去
る
に
止
ま
る
。
其
の
西
は
山
勢
豁
達
な
り
と
雖
も
、
惟
だ
陸
路
に
し
て
、
八
十
里
に
し

て
淳
安
に
達
す
。
余
初
め
は
之
に
從
ひ
て
行
か
ん
と
欲
す
る
も
、
王
奴
の
遁
去
せ
る
が
た
め
、
陸
す
る
に
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に
便
な
ら
ず
、
仍
り
て
水
道
に
就
き
、
反
っ
て
東
南
に
向
か
ひ
て
行
く
。

分
水
を
去
る
こ
と
東
南
に
二
十
里
に
し
て
鋪
頭
た
り
。

又
た
十
里
に
し
て
焦
山
た
り
、
居
市
頗
る
盛
な
り
。
已
に
暮
る
、
米
を
買
ふ
能
は
ず
。
舟
人
の
餘
米
を

借
り
て
炊
ぐ
。

舟
子

流
れ
に
順
ひ
夜
に
槳
す
。

五
十
里
に
し
て
、
舊
縣
な
り
。
夜
半
ば
を
過
げ
り
。

●
語
注

○
王
二

徐
霞
客
が
長
く
使
っ
て
い
た
と
い
う
担
夫
。
担
夫
は
現
金
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
だ
が
、
過
酷

な
仕
事
で
も
あ
り
、
途
中
で
放
り
出
し
て
逃
亡
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
内
楮
村
塢

「
陸
軍
図
・
印
渚
鎮
」
、BD
・G

E

に
は
、
朱
村
塢
の
名
が
見
え
る
。

○
應
渚
埠

今
の
印
渚
鎮
。
「
全
省
輿
図
・
於
潜
県
下
」
「
陸
軍
五
十
万
図
・
廣
信
」
に
、
印
渚
鎮
が
あ

る
。

○
楮

落
葉
低
木
。
樹
皮
は
紙
の
原
料
と
な
る
。

○
兌
口
橋

現
代
も
同
じ
。
「
全
省
輿
図
・
於
潜
県
下
」
「
陸
軍
図
・
印
渚
鎮
」
に
兌
口
橋
が
あ
り
、BD

・G
E

も
同
じ
。

○
板
橋

今
の
徐
橋
村
あ
た
り
か
。
「
全
省
輿
図
・
於
潜
県
下
」
「
陸
軍
図
・
印
渚
鎮
」
に
、
板
橋
村
が

あ
る
。BD

・G
E

で
は
徐
橋
村
の
名
が
見
え
る
。

○
昌
化

今
の
臨
安
市
昌
化
鎮
。
明
代
は
杭
州
府
下
の
県
。

○
保
安
坪

今
の
保
安
村
。
「
全
省
輿
図
・
於
潜
県
下
」
「
陸
軍
図
・
印
渚
鎮
」
に
保
安
平
が
あ
り
、BD

・G
E

で
は
保
安
村
の
名
が
見
え
る
。

○
玉
澗
橋
・
排
石

「
全
省
輿
図
・
於
潜
県
下
」
に
玉
間
橋
が
あ
り
、
「
陸
軍
図

同
」
に
排
石
橋
が
見

え
る
。
こ
の
あ
た
り
も
ダ
ム
が
造
ら
れ
て
か
な
り
地
形
が
変
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
橋
の
あ
た
り
も
水
没
し

て
い
る
。

○
麻
汊
埠

朱
恵
栄
は
今
の
麻
車
埠
と
い
う
。
そ
の
名
は
「
陸
軍
五
十
万
図
・
廣
信
」
に
見
え
る
。

○
於
潛
水

朱
恵
栄
は
、
紫
渓
と
い
う
名
だ
と
す
る
。

○
昌
化
（
水
）

朱
恵
栄
は
、
柳
渓
と
称
し
て
い
て
、
今
は
天
目
渓
だ
と
す
る
。

○
分
水
縣

今
の
杭
州
地
級
市
桐
廬
県
分
水
鎮
。
明
代
は
、
厳
州
府
分
水
県
。

○
淳
安

今
の
淳
安
市
。
明
代
は
杭
州
府
下
の
県
。
富
春
江
に
注
ぐ
新
安
江
の
ほ
と
り
に
あ
り
、
今
の
千

島
湖
が
あ
る
の
な
ど
、
景
勝
の
地
で
あ
っ
た
。
徐
霞
客
は
こ
こ
を
訪
れ
る
予
定
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

○
鋪
頭

「
全
省
輿
図
・
分
水
県
左
上
」「
陸
軍
図
・
分
水
県
治
」
に
畢
浦
鎮
が
、BD

に
畢
浦
郷
が
、G

E

に
は
畢
浦
村
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
南
は
、
桐
廬
県
内
。

○
焦
山

「
全
省
輿
図
・
桐
廬
県
右
」
「
陸
軍
図
・
分
水
県
治
」
「
陸
軍
五
十
万
図
・
廣
信
」
に
、
焦
山

・
焦
山
荘
が
あ
り
、BD

・G
E

に
も
焦
山
が
見
え
る
。

○
舊
縣

今
も
同
名
。
桐
廬
県
城
の
内
の
、
旧
市
街
な
の
だ
ろ
う
。

●
口
語
訳

《
８
》
桐
廬
を
経
て
蘭
渓
へ

［
五
日
］

鶏
が
二
度
目
に
時
を
告
げ
る
頃
、
召
使
い
を
起
こ
し
食
事
を
作
ら
せ
る
。
食
事
が
で
き
る
と
、
自
宅
に
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帰
っ
て
い
た
担
夫
も
や
っ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
随
行
し
て
い
た
王
二
と
い
う
担
夫
は

逃
亡
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

朝
食
の
の
ち
、
あ
れ
こ
れ
手
を
尽
く
し
て
他
の
担
夫
を
捜
し
求
め
、
ず
い
ぶ
ん
時
間
を
費
や
し
て
か
ら

や
っ
と
出
発
す
る
。

南
に
二
里
で
、
馬
嶺
を
上
る
。
一
里
ば
か
り
で
峠
に
達
す
る
。
こ
の
嶺
以
北
は
新
城
県
に
属
す
る
。
川

の
水
も
新
城
県
へ
流
れ
る
。
馬
嶺
の
南
は
於
潜
県
で
あ
る
。
県
城
は
こ
こ
か
ら
西
北
五
十
里
の
地
に
あ
る
。

川
の
水
は
応
渚
埠
か
ら
分
水
県
に
流
れ
る
。

［
浙
江
杭
州
府
於
潜
県
域
］

馬
嶺
を
下
り
、
南
に
二
里
で
内
楮
村
塢
で
あ
る
。

ま
た
一
里
で
外
楮
村
塢
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
南
は
家
々
は
楮
を
生
業
と
し
て
い
る
。

山
塢
に
沿
っ
て
西
南
に
七
里
進
み
、
兌
口
橋
を
過
ぎ
る
。
岐
路
が
南
北
に
分
か
れ
て
い
る
。
北
は
於
潛

県
に
達
す
る
。
四
十
里
く
ら
い
だ
ろ
う
。
南
は
応
渚
埠
に
至
る
。
十
八
里
で
あ
る
。
兌
口
橋
を
流
れ
る
水

は
、
北
の
於
潜
県
か
ら
流
れ
て
き
て
、
馬
嶺
の
水
は
東
か
ら
流
れ
て
き
て
、
こ
こ
で
合
流
し
て
南
に
流
れ

る
。
道
も
こ
の
流
れ
に
沿
う
。

八
里
で
板
橋
を
過
ぎ
る
。
橋
の
下
を
流
れ
る
水
は
西
の
塢
か
ら
来
て
、
前
面
の
川
と
合
流
す
る
。
こ
の

川
を
遡
っ
て
西
に
行
け
ば
、
そ
の
道
は
於
潜
県
か
ら
昌
化
県
に
達
す
る
。

ま
た
南
に
五
里
進
む
と
保
安
坪
で
あ
る
。

ま
た
一
里
で
玉
澗
橋
で
あ
る
。
［
自
注
１
］
こ
こ
で
山
が
お
お
い
に
開
け
た
。

ま
た
東
に
二
里
で
、
唐
家
拱
で
停
留
す
る
。
こ
の
地
は
応
渚
埠
の
北
二
里
に
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
こ
に

は
市
や
店
は
な
い
。
担
夫
が
言
う
に
は
、
応
渚
埠
か
ら
桐
廬
に
下
る
船
は
、
北
へ
ま
が
っ
て
こ
こ
を
通
る

と
の
こ
と
。
そ
こ
で
渓
流
の
岸
に
停
留
し
た
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
桐
廬
へ
の
船
に
出
会
え
た
。

思
う
に
応
渚
埠
は
於
潜
県
の
南
の
端
で
、
川
の
南
は
も
う
分
水
県
で
あ
る
。
於
潜
県
の
川
が
北
の
方
か
ら

玉
澗
橋
を
経
由
し
て
（
南
下
し
）
、
昌
化
県
の
川
が
西
の
麻
汊
埠
よ
り
流
れ
て
き
て
、
ど
ち
ら
も
応
渚
埠

で
合
流
す
る
。
か
く
し
て
こ
こ
で
水
勢
が
盛
ん
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
玉
澗
橋
よ
り
上
流
は
（
水
量

が
少
な
く
）
船
を
浮
か
べ
る
の
に
耐
え
な
い
。
一
方
麻
汊
埠
よ
り
上
流
は
、
小
舟
で
そ
の
ま
ま
昌
化
県
に

遡
れ
る
。
於
潜
県
の
川
は
昌
化
県
の
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。

時
に
太
陽
が
既
に
南
中
し
て
い
る
が
、
食
材
を
買
え
る
店
が
な
い
。
（
少
し
上
流
の
）
応
渚
埠
で
買
い

求
め
た
い
と
思
っ
た
が
、
船
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
（
食
材
は
あ
き
ら
め
昼
食
抜
き
と
し
）
船
と

と
も
に
行
く
こ
と
と
し
た
。

船
に
乗
り
、
東
南
に
十
里
進
む
と
、
厳
州
府
の
分
水
県
で
あ
る
。

［
杭
州
厳
州
府
分
水
県
域
］

県
城
は
川
の
西
岸
に
あ
る
。
分
水
県
の
地
は
、
川
は
東
南
に
流
れ
る
一
水
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
県
城

の
西
は
山
は
開
け
て
は
い
る
も
の
の
、
陸
路
だ
け
で
あ
り
、
八
十
里
で
淳
安
県
に
達
す
る
。
私
は
は
じ
め

は
こ
の
道
を
た
ど
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
召
使
い
（
担
夫
）
の
王
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
陸

行
は
不
便
で
あ
る
。
そ
こ
で
や
む
な
く
水
行
を
選
び
、
逆
の
方
向
の
東
南
へ
と
進
む
。

分
水
県
を
東
南
に
二
十
里
で
頭
鋪
で
あ
る
。

［
浙
江
厳
州
府
桐
廬
県
域
］

ま
た
十
里
で
焦
山
で
あ
る
。
店
舗
や
市
場
が
賑
や
か
で
あ
る
。
已
に
日
が
暮
れ
た
が
、
食
材
を
買
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
水
主
の
残
り
を
借
り
、
飯
を
炊
く
。

水
主
は
流
れ
に
沿
っ
て
夜
も
櫂
を
こ
ぐ
。
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五
十
里
で
桐
廬
県
城
の
旧
県
に
達
す
る
。
夜
も
半
ば
を
過
ぎ
て
い
た
。

◆
旧
県
に
泊
。

［
自
注
１
］
橋
は
と
て
も
新
し
く
、
ま
ち
も
賑
や
か
で
あ
る
。
こ
の
橋
は
ま
た
排
石
橋
と
も
言
う
。

（
第
二
部
へ
続
く
）

訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
一
二
年
三
月
三
一
日
＊

修
正
補
足
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
三
年
五
月
五
日

＊
口
語
訳
と
簡
単
な
注
を
「
「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

西
南
遊
記
篇
（
そ
の
一
）
―
「
浙
遊
日
記
（
前
半
）
」
―
」
（
『
埼

玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）
』
第
六
一
巻
第
二
号
、
二
○
一
二
）
に
掲
載
。


